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 ദ 者 ᣵ ᣜ 
ィ᳨ᰝ㝔㛗⫋ົ௦⾜᳨ᰝᐁ ᳃ ⏣ ♸ ྖ 

࠙⥲合㐍行ࠚ 大変㛗らくおᚅたせいたしました。ただ今より、➨ 31 ᅇබ会計┘ᰝᶵ

関意見交換会議を㛤ദいたします。ึめに、ദ者を௦⾲いたしまして、᳃⏣♸ྖ会

計᳨ᰝ㝔㛗⫋ົ௦行᳨ᰝᐁよりᚚᣵᣜを申し上げます。 

 

࠙᳃⏣㝔㛗⫋ົ௦行᳨ᰝᐁࠚ 会計᳨ᰝ㝔㛗⫋ົ௦行᳨ᰝᐁの᳃⏣でごࡊいます。

ദ者を௦⾲いたしまして、一ゝᚚᣵᣜ申し上げます。 

 本᪥はฎᬬということで、かつての㓞ᬬも一ẁⴠかなと思っておりましたが、まだ

まだᬬい中、あるいは༗๓中からの㞵ᶍ様にもかかわらず、またⓙ様大変ᚚ多⏝中の

ところ、大ໃのⓙ様に➨ 31 ᅇබ会計┘ᰝᶵ関意見交換会議にᚚཧຍいただきまして、

ㄔにありがとうごࡊいます。 

 会計᳨ᰝ㝔としては、බ会計の᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯

に様々な立場から関しているྛᶵ関が、┦に情

報を交換し、㐃ᦠをᅗることは、᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯

をຠᯝ的かつຠ⋡的に行っていく上で極めて重要

であると考えて、この会議を㛤ദしているところで

ごࡊいます。 

この意見交換会議は、 63 ᖺ以来、今ᖺで 31

ᅇ目を㏄えました。このように㛗きにわたり⥅⥆して㛤ദすることができております

のも、ࡦとえに関係者のⓙ様方のᚚ༠ຊとᚚ理解によるものとཌくឤㅰ申し上げます。 

 さて、ᖺの本会議では、᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯における IT 関㐃の取組とそのྍ能ᛶに

ついてᚚ議論いただきました。本ᖺは、ࣅッࢢデータのά⏝をጞめとするデータ

ά⏝の関ᚰのさらなる㧗まりや、EBPM といった統計➼のデータを基に政策の⏬

立案過⛬を変㠉する取組が㛤ጞされたことを踏まえまして、᭦に IT 分㔝について῝᥀

りするため、「データのά⏝による᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯のᨵၿ」をテー࣐とさせてい

ただきました。 
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 本᪥は、まず基ㄪㅮ₇として、ᮾி大学の大ᶫ先生から、「ࣅ࢚デンスを重視した

政策立案が目ᣦすものは何か」と題しまして、EBPM の現状や課題といったお話をఛ

えるものとお⪺きしており、⚾⮬㌟も大変ᴦしみにしております。 

その後、関係ᶵ関のⓙ様をࣜࢿࣃストとして、᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯の様々な場面での

データのά⏝や EBPM の取組について、会場のⓙ様方のᚚ㉁問、ᚚ意見もఛいなが

ら、ᚚ議論いただきたいと存じます。 

≉に、ࣜࢿࣃストのⓙ様は、様々なᚚ経験をおᣢちであり、最先➃のやᚚ▱見、

あるいはᚚⱞປや課題をⓙ様とඹ᭷いただけるものとᮇᚅしております。 

 今ᅇの会議をᶵ会に、お㞟まりのⓙ様が、一ᒙ、交ὶと㐃ᦠを῝めていただき、බ

会計┘ᰝのさらなるⓎᒎにᐤすることができましたら、ദ者といたしましてもㄔ

に႐ばしい㝈りでごࡊいます。 

本᪥は㝈られた時間ではごࡊいますが、この意見交換会議が実したものとなりま

すよう、ᚚ出ᖍのⓙ様方のᚚ༠ຊをお㢪い申し上げまして、ᚚᣵᣜに௦えさせていた

だきます。ありがとうごࡊいました。 

 

࠙⥲合㐍行ࠚ 申し㐜れましたが、⚾は本᪥会議の㐍行をົめさせていただきます、

会計᳨ᰝ㝔能ຊ㛤Ⓨᐁのⓑᕝでごࡊいます。どうࡒよろしくお㢪い申し上げます。 

 ここで、本᪥のプロ࣒ࣛࢢをᚚ案ෆいたします。この後、まずᮾி大学බඹ政策大

学㝔㝔㛗の大ᶫᘯ先生による基ㄪㅮ₇がごࡊいます。その後、ᘬき⥆きࢿࣃルデ

スカッションにධります。㏵中、14 時 55 分㡭より 20 分⛬ᗘのఇ᠁をᣳみますが、こ

れらを合わせました本会議のᡤ要時間は３時間となっておりまして、プロ࣒ࣛࢢの

⤊は 16 時を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

− 2−



基 ㄪ ㅮ ₇ 
ࠖఱࡣࡢࡶࡍᣦ┠ࡀᨻ⟇❧ࡓࡋ㔜どࢆࢫࣥࢹࣅ࢚ࠕ

ᮾிᏛබඹᨻ⟇Ꮫ㝔㝔㛗 

ᮾிᏛᏛ㝔⤒῭Ꮫ◊✲⛉ᩍᤵ 

                    ᶫ ᘯ 

࠙⥲合㐍行ࠚ それでは、大ᶫᘯ先生による基ㄪㅮ₇に移ります。 

大ᶫ先生は、ᖹᡂ 12 ᖺにࣀース࢙࢘スタン大学で経済学༤ኈを取ᚓされ、ࣜࣈテ

ッシュ・コロンࣅア大学経Ⴀ・ၟ学㒊ຓᩍᤵ、ᮾி大学大学㝔経済学◊✲⛉ຓᩍᤵ、

ᩍᤵをົめられ、現在、ᮾி大学බඹ政策大学㝔㝔㛗、ᮾி大学大学㝔経済学◊

✲⛉ᩍᤵでいらっしࡷいます。 

これまで、EBPM ᥎㐍ጤဨ会᭷識者ጤဨをົめられるなど、ᖜᗈくᚚά㌍されてお

ります。 

 本᪥は、「ࣅ࢚デンスを重視した政策立案が目ᣦすものは何か」というテー࣐でᚚ

ㅮ₇いただきます。それでは、大ᶫ先生、よろしくお㢪い申し上げます。 

 

࠙大ᶫ先生ࠚ ただいまᚚ⤂介いただきました大ᶫと

申します。本᪥はどうࡒよろしくお㢪いいたします。 

 ෑ㢌のᚚᣵᣜで㝔㛗⫋ົ௦行の᳃⏣᳨ᰝᐁからも

お話がありましたが、本᪥は、EBPM ということで、

タトルがࣅ࢚デンスを重視した政策立案、すなわち、

EBPM が目ᣦすものは何かということでお話をさせ

ていただこうと思っております。 

 EBPM というのは、㸲ᩥᏐのロー࣐Ꮠで一⯡のேに

は非常に分かり࡙らいと思うのですが、最ึにその⫼ᬒのお話をさせていただいて、

その後に、ࣅ࢚デンスを重視した政策立案とは一体何を目ᣦそうとしているのかとい

うお話にධらせていただこうと思います。 

 そもそも経⦋として、EBPM というゝⴥ⮬体は、2011 ᖺࡄらいからබᘧなᩥ᭩には

− 3−



少しずつ㢦を出していたと思うのですが、┤᥋のきっかけは、経済㈈政ㅎ問会議で㯞

生大⮧が GDP 統計についてⱝᖸの⩏をᣳまれたところからጞまっており、そのよう

な意味でいうと、議論は統計からጞまっていると思います。その後、ᒣ本ඖ行政ᨵ㠉

担当大⮧から、ᑵ௵のときに EBPM をやるんだということでお話があり、統計ᨵ㠉が

スタートしたということになります。最後、統計ᨵ㠉᥎㐍会議の取りまとめの中でど

のような⨨けがされたかについてお話しします。GDP をྵむ経済統計をᨵၿして

いこうという１つの取組は当然やっていくわけですが、なࡐ統計をᨵၿするのかとい

うと、それは統計を何らかのために使うからです。統計のࣘーࢨーは、Ẹ間ᴗだっ

たり、学者だったり、いろいろな方がいると思いますが、最大のࣘーࢨーは政ᗓです。

政ᗓは、政策立案のために統計を使い、統計というࣅ࢚デンスに基࡙いて政策を立案

するということで、統計に基࡙く政策立案はこれまでできていたのか、そもそも統計

の精ᗘ、あるいはᩚഛがであるとすれば、もしかすると政策立案はこれまでき

ちんとしたࣅ࢚デンスに基࡙いていなかったのではないか、この㝿、きちんとࣅ࢚デ

ンスに基࡙く政策立案をేせて取り組むきではないか、それによって、統計ᨵ㠉が

きちんとしたᙧで㐍むことになるし、統計ᨵ㠉の出ཱྀとしてもᢲさえられることにな

る。よって、統計ᨵ㠉と EBPM の２つを㌴の୧㍯として、ྠ時に᥎㐍していこうとい

うのが、2017 ᖺ㸳᭶に取りまとめられたෆᐜになります。そのときの基本方㔪が今に

⮳るまでずっとᏲられていると⚾は理解しております。最⤊取りまとめの後、GDP 統

計からጞまり、ẖの問題、あるいは㈤㔠構㐀基本ㄪᰝの統計などいろいろなᙧで統

計のഛが見つかり、そのഛを点᳨したと思いきや、その後点᳨₃れがあったとい

うことで、⮳るᡤで問題が出てきてしまい、本当は㌴の୧㍯のはずが、୧㍯の∦㍯の

ほうがほࡰ⬺㍯しかけたというのが現状ではないかと思います。そして、こちらの⿵

ಟに㝶分時間をかけてしまい、本来統計をᩚഛすることが目的ではなく、政策の立案

をするから、統計のᩚഛが必要だという話なのですが、どちらかというと、その目的

にまで⮳っていないところで、EBPM の議論が༑分なされているかどうかというおそ

れがⱝᖸあるというのが現在㊊ඖだと思います。ある意味、統計ᨵ㠉のほうがこうし

たṧᛕな௳を㏻じてᩚഛされてきており、ようやくこれから EBPM の話移ってき

ている⣲ᆅができたというのが今㊊ඖの⨨けだと思っております。この㸶᭶に統

計ᨵ㠉᥎㐍会議がࡧ㛤ദされて、そこにてこれまでの EBPM の取組がまとめられて

います。EBPM の実㊶というのは、ྛ┬で実㊶、⥲ົ┬で実ド的なඹྠ◊✲、あるい
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は行政ࣞࣅューの中で EBPM を実㝿に使ってみたヨみが、ホー࣒࣌ージでබ㛤され、

ⓙさんの目にもゐれるようになり、EBPM というゝⴥが、統計ᨵ㠉᥎㐍会議の最⤊取

りまとめ以㝆２ᖺ経って少しずつᗈがってきたឤじがしております。 

 このようなෆᐜを踏まえて、本᪥は３点お話をさせていただきたいと思っておりま

す。１点目は、２ᖺవり統計のഛの⚈があったわけですから、なかなか༑分な

取組ができているかどうかということはあるものの、これまでの取組の中で⚾⮬㌟が

ឤじたẼ࡙きを少しお話しさせていただければと思います。２点目に、そのようなẼ

࡙きを踏まえて、EBPM のさらなる定╔に向けてどのような取組が求められるのかに

ついてお話しさせていただいて、３点目で、今᪥の㊃᪨だと思いますが、බ会計にお

いて᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯にᑐして EBPM が௬に何らかの㈉⊩ができるのであればどのよ

うな㈉⊩ができるのかについてお話をさせていただければと思っております。 

 まず、取組からお話をさせていただきます。これは大きいものからᑠさいものまで

種々雑多あるのですが、大きく３つに分けるとするとḟのようなものがあると思いま

す。１つ目は、政策立案と統計➼データとの関係です。これは㌴の୧㍯だと申し上げ

ましたが、この２つの関係は実㝿にそうなっているのかということについてのẼ࡙き

です。２つ目は、ྛᗓ┬が取り組む政策分㔝というのは、実はいろいろ違うわけで、

えば、経済ᐁᗇがやっているク࢚ࣜテࣈな経済政策がある一方で、どちらかと

いうとつไ的な政策もあるわけです。それらを༑ᢕ一⤡に EBPM としてྠじᡭ法で当

てはめることができるのかということは当然考えなければいけない㒊分であって、そ

のような本㉁的なᕪをどのようにして踏まえていくかということです。３つ目は、実

は EBPM というゝⴥをりて、統計分析の話が㝶分⾲に出てきていると思うのです。

ⓙさんお⪺きになったか分かりませんが、RCT、あるいは RDD ➼、ⱥㄒの⏝ㄒが結構

㣕ࡧ交っていて、それが EBPM だとᙇされる方もいらっしࡷるわけですが、政策立

案といわࡺる学⾡◊✲との間の関係について幾つかẼ࡙きがあるのだと思います。今

᪥は、この３つにゐれさせていただこうと思うのですが、お時間の関係で、１を中ᚰ

にして論じ、２、３について少しゝཬさせていただくというᙧをとらせていただけれ

ばと思います。 

 政策立案と統計➼データとの関係ですが、ෑ㢌でお話ししたように、EBPM のㄌ生

の経⦋を考えてみると、統計➼データ、統計というのは必㡲のように思われるかもし

れません。統計ᨵ㠉᥎㐍会議の中で EBPM が⨨けられており、最ึに当然統計が
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あって、その上で EBPM があるというように見えるということだと思います。実㝿に

統計➼データがᩚഛされるということは、EBPM にとって少なくともࢼ࣐スにはな

らないだろうと思います。他方で、統計がᩚഛされれば、EBPM が実施されたことに

なるのかというと、先ほど申し上げたように、そのようなことはありません。統計は

統計でᩚഛされても、それを使わないとしょうがないわけで、当然それをどう使うの

かそれなりのᕤኵが必要です。統計をᙉㄪし過ぎると、政策立案のために㒔合のよい

デンスだけを㞟めてきてࣅ࢚ Policy Based Evidence Makingみたいな⌋ጁなことが㉳

こりかࡡないのです。重要なのは、そもそもデータありきではないということだと思

います。何のためにデータをᩚഛする必要があるのか、そのあたりを᫂☜にしないと、

使えないデータばかり㞟めてもしょうがないのです。そのような意味でいうと、何の

目的にという話がない㝈りお話にならなくて、それは政策立案のためだというのであ

れば、政策立案で何をしたいのか、どのように使いたいのかというところが᫂☜にな

らないと、データのᩚഛの話は結しないということです。では、データを᰿ᣐにし

て何がやりたいのかということですが、それは政策のຠᯝを᫂らかにすることで、よ

りⰋい政策立案につなげたいというのが目標だと思うのです。これは先ほど申し上げ

た経済政策やつไ政策にඹ㏻して当てはまることで、よりⰋいものをసりたいという

思いでᡃ々はやっているのだということです。では、よりⰋい政策立案につなげるた

めにはどうしたらよいのかということが問題になるわけです。１つのධりཱྀとして重

要なのは、ロジックモデルを踏まえてデータの意⩏を考えることが᭷ຠなのではない

かと考えています。 

 では、ロジックモデルとは何かということです。施策̿ここではົᴗもྵめて

この⏝ㄒを使ってしまいますが̿には目的があるはずですが、その施策の目的を㐩ᡂ

するに⮳るまでのຠᯝのⓎ㟢の経⦋というのがどのような࣓カニ࣒ࢬで㐩ᡂされるの

かということ、㞴しいゝⴥを使えば、一種のᅉᯝ関係ともいうのでしょうか、その点

を論理的にㄝ᫂してくださいというのが１つあると思います。 

 まず、つไをするにせよ、あるいは経済施策をᡴつにせよ、最ึに何らかの問題意

識というのは当然あると思います。そのような問題意識と現状の認識の中から、何が

やりたいのかという課題あるいは目的が設定されるきで、では、その目的を㐩ᡂす

るために何をするのか。これは、行㠉ົᒁを中ᚰにンプット、アクテࣅテ、

ア࢘トプットというような⟽をసっていただきました。この定⩏について、⚾はあま
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り重要ではないと思っておりますが、いずれにしても目的があって、その目的が㐩ᡂ

されるためのツールがあって、そのツールを㏻じてア࢘トカ࣒とンࣃクトがどの⛬

ᗘ生まれると政策担当者であるあなたは考えますかということをこのᅗの中でまず⾲

現するということが、何のための目的で、どんなຠᯝをもたらしたいがために何をや

りたいのかということを論理的に見せる１つの方法ではないかと思います。このよう

なᯟ組みをసる理⏤は、これをసることが目的ではなく、最後、施策を࣡ンࣛ࢘ンࢻ

⤊えたときに、最ึに目的としていたものが㐩ᡂされたかどうか、㐩ᡂされなかった

のであれば、最ึのンプットなり、アクテࣅテと᭩いてある施策のどこが問題

だったのか、問題だったとすれば、ḟのࣛ࢘ンࢻのときにそこを変えればよいのです。

こうした考え方を取りධれている政策担当㒊⨫は多くはないのではないかと思います。

とりあえず๓௵者が過去にやってきたのでྠじ施策をやっているという㒊⨫は結構多

いと思うのですが、それはⱝᡭのேたちからするとあまりモ࣋ࢳーションがかない

のではないでしょうか。なࡐそのような施策をやっているのかということを᰿っこか

ら考えた上で、本当にやっている意味があるのか、意味があるとすれば、今やってい

ることが本当にᡤᮇの目的であるຠᯝを㐩ᡂしているのか、ᡤᮇの目的であるຠᯝが

㐩ᡂできていないのであれば、๓௵者がやったことをどのように変えていけばよいの

だろうかということを考えるきっかけを実はロジックモデルがえているということ

だと思っております。後ほどもう少しヲしくお話はさせていただこうと思いますが、

大きくはこのような役割をロジックモデルはᣢっているのだと思います。 

 それࡒれのンプットなり、けとなる予算をどのような施策でᨭえるのかとい

うアクテࣅテがあり、そのアクテࣅテが生み出すア࢘トプットなり、ア࢘ト

カ࣒があるのだと思います。それࡒれの関係において、少なくとも論理的な結ࡧつけ

ができているかを࢙ࢳックするとྠ時に、問題意識としてᣢっていた、これを使えば

この問題が解決するはずだという௬ㄝと、その௬ㄝが本当に㐩ᡂされたのかという᳨

ドを㏻じて、最ึのࣛ࢘ンࢻで行ったものをどうやってḟのࣛ࢘ンࢻで変えていった

らよいのかというところで、実は統計の話というのは、௬ㄝとጇ当ᛶの᳨ドの㒊分に

すぎないと思います。実㝿に大きなࣞࣇー࣒としては、政策立案のプロセスとして、

そもそも目的として㐩ᡂしたいものがあるはずで、それを᫂☜にし、そのຠᯝは本当

にⓎされているのかということをきちんとᢲさえていかなければならないところを

ロジックモデルで PDCA をᅇしていくのが目的ではないかと⚾は思っています。 
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 少し複雑にし過ぎたかもしれないので、ロジックモデルを取り組むに当たっての必

要な観点を３つに分けてお話しします。観点の１つ目として、課題設定があります。

課題設定するためには現状の認識がないといけないので、現状認識と課題設定という

のは当然あって、それを踏まえた上で、その課題を解決するためにこういうことをや

ってみたいというツールがあるのだと思います。観点の２つ目として、目標があって、

その目標に遡ってどのような政策オプションがあるのかを考えてみると、１つだけで

はないと思うのです。恐らく幾つか政策オプションがあって、その幾つかのオプショ

ンが、法令や予算などで縛られてしまうと議論する方も結構いるのですが、そのあた

りは縛られずに考えてみましょう。その上で観点の３つ目として、最後に考えついた

もののロジックがきちんと積み重なっているかを見ていくことになります。これは、

必要に応じて、実はロジックが詰まっていなかったということでＣからＢに戻るかも

しれないし、あるいは政策の立案を考える時点で実は目標が間違っていたということ

で、そもそもの目標設定に戻るかもしれないし、必要に応じて視点Ａ・Ｂ・Ｃという

のは行きつ戻りつするのだと思いますが、そのような中で政策立案のプロセスは精緻

化されます。３つの観点を行き戻りする中で、統計も使われる場面が出てきます。こ

のように考えてみると、EBPM と統計との関係は一体何かということですが、統計と

いうのは、過去のデータの羅列なのです。過去のことというのは死んだものなのです

が、他方で基本的に死んだものを扱うのがアカデミックなわけです。翻って、現実は

生きており、施策というのは生きているものについて将来に向けて行うわけですから、

どちらかというと生き物を扱っているわけです。生き物を扱う世界には、アカデミッ

クな統計分析のツールを使うという観点も重要かもしれませんが、それ以上に技能（ア

ート）にすごく近い世界というのが存在するのだろうと思います。政策立案の経験が

生きるというのは、まさにこのような場だと思います。基本的に学問は真理を追求す

るわけですが、やや極論でいえば、現実経済や現実社会に「真理」はないのです。あ

る意味、正しいものというのは、今あるもの、現実が正しいわけで、それというのは

移り動いていくことだと思います。それに応じて正しい施策というのはその時々で変

わっていくということだと思います。よって、EBPM の担当者は、その時その時の生

の情報、多種多様な情報を受け取りながら、様々なステークホルダーと情報交換をし

つつ、コミュニケーションの仲介をしながら政策を立案していくというのが非常に大

きな役割です。そのような中で、合理的な政策立案を、先ほど申し上げたロジックモ
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デルを使いながら᳨ドしていく。あるいは௬ㄝというのは最ึの問題意識と目的が合

っているかという話ですが、問題意識と目的との間を結ࡧつけて、それを᳨ドするた

めにデータが使える場面があり、他方で、それは定㔞的なデータである必要はなく、

定ᛶ的なものも存在すると思います。そのような意味でいうと、政策立案の中で統計

が༨める㒊分というのは大きいかもしれませんが、てではないと思います。 

 実㝿にロジットモデルを使ってを考えてみようということを行㠉ົᒁと一⥴

にやったことがあります。やったのは、時ᕪＢ㹧㹘です。これは、ᮾி㒔の⫋ဨがや

る話だと思いますが、交㏻ᶵ関を使うときに時ᕪ㏻をしようというのが大きな話だ

と思います。えばこの時ᕪＢ㹧㹘を取り上げたときに、これはロジットモデルを使

ってどのように考えられるのだろうかということを行㠉ົᒁと一⥴にやりました。

よって、クࣞジット行㠉ົᒁ、©と᭩いてあるのはまさにそういうことで、以㝆のᩥ

❶は㒊⚾が᭩いているのですが、アデアはᙼらにクࣞジットをあげたいなと⚾は

ᙉく思っております。観点として、先ほど申し上げたように、現状認識なり、問題の

設定は正しくᤊえられているかということを考えてみたいのです。まず時ᕪＢ㹧㹘は

何のためにやっているのかという観点から考えるわけですが、これは時ᕪＢ㹧㹘のた

めにやっているわけではないのです。時ᕪＢ㹧㹘は何かを㐩ᡂするためにやっている

のです。よって、政策立案を考えるときに、時ᕪＢ㹧㹘ありきで考えるというのはお

かしいわけで、時ᕪＢ㹧㹘は１つのツールにすぎないのです。そうすると、最ึのධ

りཱྀから考え方がちょっとᗈがると思います。時ᕪＢ㹧㹘担当になると、時ᕪＢ㹧㹘

しか見えないわけですが、当然時ᕪＢ㹧㹘には大目標があって、大目標を㐩ᡂするた

めの࣡ンオ࣒ࢮࣈなので、その࣡ンオ࣒ࢮࣈを使うことが本当に合理的なのかという

㢌をまずᣢつことというのは、⫋ဨのカ⦎上も、意識のモ࣋ࢳーションを㧗める上で

も重要だと思います。実㝿に「時ᕪＢ㹧㹘の」とゝってしまうと、これはもう時ᕪＢ

㹧㹘を๓ᥦとしてしまうので、ここから問題意識がᗈがることはありᚓないというこ

とになります。そもそも時ᕪＢ㹧㹘は何のためにやっているのかということをまず᫂

☜にする必要があるでしょう。えば１つは生⏘ᛶがపいから、その生⏘ᛶを㧗める

ためにやるのだという問題意識をᣢつかもしれませんし、あるいは㛗時間ປാが問題

だから、時ᕪＢ㹧㹘をධれているというような問題意識かもしれませんが、そもそも

大目標として何を㐩ᡂしたいのかということを、まず時ᕪＢ㹧㹘のᯟを㉸えて考える

というのがロジットモデルを考える上ではとても重要なことだと思います。なࡐその
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ようなことを考えることが重要かというと、「時ᕪＢ㹧㹘の」とጞまってしまうと、

時ᕪＢ㹧㹘を変えることはできなくなってしまうからです。時ᕪＢ㹧㹘はไᗘとして

Ọ㐲にṧることを๓ᥦに政策立案をしてしまうのです。時ᕪＢ㹧㹘もえば社会体

の生⏘ᛶを㧗めるのだと見たときに、場合によっては、時ᕪＢ㹧㹘よりもっとⰋいຠ

⋡的な方法が他にあるかもしれません。ΰ雑を問題にするのであれば、ΰ雑を解ᾘす

るために時ᕪＢ㹧㹘が本当によいのでしょうかという話になるかもしれませんし、ΰ

雑が生⏘ᛶのపୗにどれだけ結ࡧついているのでしょうかというところも当然け

をとる必要があると思います。結ᯝとして、実はテࣞ࣡ークをやったほうがよいので

はないかという話になるかもしれません。いずれにしても何を目的にして、なࡐ時ᕪ

Ｂ㹧㹘をやっているのかということをロジットモデルに౫ᣐして考えていくという中

で施策の幾つかのオプションをసる。そして、そのオプションの中でなࡐ時ᕪＢ㹧㹘

を㑅んでいるのかということの立ち⨨を考えてみることが必要です。ḟのࣛ࢘ンࢻ

のときに、もしかすると、結ᯝとして生⏘ᛶの向上にそれほど㈨していないというこ

とであれば、時ᕪＢ㹧㹘をやめて、ูのことをする。何が目標なのかという観点から

施策をᤊえ┤すことは非常に重要だと思います。ḟに、施策のオプションをὙい出そ

うという、観点Ｂに移ります。もう᪤に観点Ａでⱝᖸ申し上げてしまったので重複し

てしまうところがあり恐⦰ですが、時ᕪＢ㹧㹘というのはあくまでツールで、目標で

最㐺なࣜࢯースを使って施策をᡴっているのかという観点からすると、ツールからධ

るのは間違いだと思います。どうしてもツールからධると、≌ᙉ会になりがちだと

いうことです。そのツールを生かすために↓理してロジックをこじつける必要が出て

きます。㢼が྿けばᱩᒇがඈかるというのはまさにそうですが、最後、目標としては

ᱩᒇがඈかるということなので、ูに㢼がある必要はないわけです。では、㢼をྵめ

て他のᡭẁがどうかということを１ᅇࣞࣈーンストーミンࢢするというのは非常に意

味があると思うのです。そのような中で、先ほどテࣞ࣡ーク、あるいはΰ雑が問題で

あれば、もしかすると㌴୧や㕲㐨をどうにかするという話もあるのかもしれません。

幾つか政策的なオプションがありᚓる中で、どれをとるのが最㐺なのかということを

１ᅇⓑᆅで考えてみようということを EBPM は᥎ዡしているのだと思います。えば

ⱝいேがいろいろᣢってきたときに、「予算がないのだから、できるわけないだろう」、

あるいは「政ᐙＡがゝっているのだから、これにするしかないだろう」などとゝい

がちですが、それではⱝいேのやるẼもそࡄと思いますし、政策立案能ຊを㧗めるこ
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とにはならないと思います。もう少しきちんと考えるカ⦎をⱝいேたちにえてあげ

ることがすごく重要だと思うし、そのようなプロ࢙ࣇッションを⫱てようというのが

実は EBPM の大きな㐠動の目標だと⚾はᤊえております。政策立案にもっと㨩ຊをᣢ

ってもらうことで、このような分㔝にⱝいேにධってきてもらいたいのです。結論を

先にゝってしまっていますが、そのような中で、やはりこのようなことを考えていく

ことが重要だと思います。そうすることで、実はその施策の᭷ຠᛶ、時ᕪＢ㹧㹘の᭷

ຠᛶとは何か、㈝⏝がどれだけかかるのか、そもそも時ᕪＢ㹧㹘というのはᙉไする

わけではなく、⮬Ⓨ的にධってもらうもので、本当にⓙさんに取り組んでもらえるの

ですかという、ある意味施策をᡴつഃとはูのุ᩿も当然ㄏᅉとしてどうえるかと

いうことも考えなければならないわけです。そのようなステークホルダーの意思決定

もより᫂☜に施策のุ᩿要⣲にධれ㎸むことができるのではないかと思います。㑅ᢥ

した政策が᭷ຠでなければ、ḟのࣛ࢘ンࢻでもう少しᡭ┤しをする、場合によっては

ᢤ本的に見┤す、そのようなきっかけもえてくれるのではないかということです。

そして、一㏻り、問題意識とそれを㐩ᡂするツールを୪てみて、そのツールがきち

んと目標につながっているということが☜認されたのであれば、ḟにやることという

のは、それࡒれの問題意識、ツール、目標というもののロジックを῝᥀りしていくこ

とです。当たりをつけた政策が本当に᭷ຠだろうか、あるいはもし᭷ຠでないとすれ

ば、どこに問題があるのかということのุ᩿のきっかけをえてくれるのがロジット

モデルだと思います。このロジックモデルは、先ほどᚚ⤂介したᅗですが、行㠉ົ

ᒁがᣦ♧をすると、ンプットに予算㢠をධれて、アクテࣅテに施策を᭩いて、

その１つの施策がどのようなア࢘トプットを生み出すかを᭩いて、そのア࢘トプット

というのはえば生⏘ᛶを 30㸣上げるなどとこの✵ḍに一生ᠱ物をᇙめጞめると

思うのです。ただ、⚾はそのようなことをする意味はほとんどないのではないかと思

っております。ᯟをᇙめること⮬体には意味がない。それは結ᒁ、⮬ᕫ目的、正当化

するための✰ᇙめにしかならないと思います。そのようなことをやりたいのではなく、

とりあえずこのࣛ࣋ルは㒊ᛀれてもらい、どのような施策のࣇローなのか、先ほど

ゝったような、ロジックを考えることが重要で、そのためには実は目的から考えるの

が一␒᭷ຠです。✵ḍをᇙめるとき、最ึンプットからᇙめጞめると思うのですが、

物を考えるときは後ろ向きに、目的から考えて、目的が㐩ᡂされるためにᡭẁが何

かというࡩうに考えるのです。そして、そのᡭẁが㐩ᡂされるためにどれだけの予算
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が必要かという話になるのです。だから、本当は後ろ向きに考えるのが正しくて、こ

のンプット、アクテࣅテ、ア࢘トプットというのも何を意味しているのかよく

分からないので、㒊ḍはᾘしてもらって、目的があって、政策のᡭẁがあって、政

策のᡭẁがຠᯝを生み出すために幾つかのステップがあるのだと思います。ステップ

１、２というようなᙧで᭩いてもらって、そのためのロジックのࣇローをまずⓑᆅで

᭩いてもらって、それを㌿グするということのほうが生⏘的な考え方ではないかと思

います。そのような中で、㢼があってᱩᒇがあるわけですが、㢼とᱩᒇとの間に本当

にきちんとしたロジックが詰まっているかどうかを見てもらう。ロジックだけ、定ᛶ

的なものだけで、生⏘ᛶを 30㸣上げるかどうかということのをとるには、やはりあ

る⛬ᗘデータを使う必要があります。えば、時ᕪＢ㹧㹘にཧຍしてくれるᴗᩘが

このࡄらいないと生⏘ᛶは 30㸣上がらないとか、何かそのようなものがあるとすると、

やはりᩘᏐとᩘᏐの間を、ステップと目標との間をつなࡄための何らかのࣅ࢚デンス

が必要になってしまうのです。そのためのࣅ࢚デンスとして統計➼データを使うとい

うことではないかと思います。よって、ロジックモデルは何のために᭩いているかと

いうと、これはḟのࣛ࢘ンࢻのために᭩いているのです。要するに、この施策のため

にやっているというよりも、この施策が⤊わった後、ḟにどのようなところᨵၿす

ればよいのかということ、施策のᨵၿに結ࡧつけるためにロジックモデルは᭩いてい

ると思います。ある意味、政策立案はホ౯と一体ではないと、積ができないと思い

ます。ẖᅇẖᅇスクࣛップアンࣅࢻルࢻをしていたのでは、ある意味、ᡃ々社会がど

んどんⰋい方向に㐍む、あるいは▱識が積み上がっていく中で、政策立案だけ▱識が

積み上がらないままずっとしているのは、問題ではないでしょうか。そのような

政策立案の▱見はどのようにして積み上げたらよいのかということを考えてみると、

１つのやり方として、このようなロジックモデルを⦎り上げていき、それをḟの担当

者にΏす中で、実は施策はよりⰋいものになっていくのではないかとឤじております。

このように考えてみると、EBPM という⏝ㄒですが、ࣅ࢚デンスというのは、ドᣐと

いったり、ᐈ観的ドᣐといったりすると思いますが、ࣅ࢚デンスに基࡙く政策立案と

いう、このゝⴥ⮬体はㄗ解をえるのではないかと、⚾は常々思っております。ある

意味これは、ࣅ࢚デンスを⮬動㈍ᶵにධれてࣞࣂーをࣕࢳ࢞ッとᘬくと、政策立案

が࣎コッと出てくるというようなឤじにもㄗ解をえかࡡないのです。ですから、統

計だけやっていれば政策立案は⡆༢にできるというようなㄗ解を生みかࡡないのです。
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実㝿そのように႖ఏしている᭩物が結構あります。先ほど申し上げたように、政策立

案というのは、ロジックをきちんと積み上げていき、その中で必要な、ロジックとロ

ジックの間をつなࡄところだけにデータが必要なだけなのです。そのような意味でい

うと、ࣅ࢚デンスを重視するࡄらいがよいࡄらいで、ࢯࣆ࢚ー࣋ࢻースではよくない

とゝわれますが、ࣅ࢚デンスに基࡙いて、それがないとできないという話では必ずし

もないのかなと常々思っております。ᑠᣓですが、EBPM ってどうやって 100 点とっ

たらよいですかというような話があるかもしれませんが、EBPM に恐らく 100 点はな

いと思います。ある意味、⦎り上げていき、そのேにとって 100 点はあるかもしれま

せんが、ูのேにとったら 80 点かもしれないのです。これは統計ᨵ㠉もྠじだと思い

ます。統計の精ᗘも、これは 100㸣の精ᗘというのはないと思います。ですから、統

計ᨵ㠉も EBPM も実は 100 点‶点は存在しない世界だと思います。先ほど EBPM は

アートの世界、技能の世界だと申し上げましたが、これは実㊶の経験を積み重ࡡてよ

りⰋいものになっていくということです。これはಶேもそうですし、組⧊としてもそ

うだと思います。こうしたものをやっていくことでⰋいものができるという意味でい

うと、どちらかというと、統計学を㢌でຮᙉするという話よりも体でぬえるところの

ほうが大きくて、⚾はプロ࢙ࣇッショࢼルな⫋だと考えております。つまり、これは

政策立案のプロ࢙ࣇッションをసるだと思います。政策立案のプロ࢙ࣇッショࢼ

ルを⫱てるということ、そのような技能を㌟にける場として、中ኸᐁᗇ、⮬体あ

るいはそれに‽ずるいろいろなところがあり、⫋場を政策立案のプロ࢙ࣇッションを

⫱てる場に変えていく必要があるのではないか、そして、それを変える１つのきっか

けが EBPM ではないかとᙉく思っております。ちなみに、⚾は⏘ᴗ組⧊がᑓ㛛で、そ

もそも⏘ᴗ分㔝、経Ⴀなどに近いே間ですが、経Ⴀでもྠじツールが使えると思いま

す。だから、経Ⴀᡓ␎の話と政策立案の話はほࡰほྠࡰじだとឤじております。㏫に

ゝうと、政策立案のࣞ࣋ルをもっと上げて経Ⴀᡓ␎に近࡙けていくことや、そのよう

な立案をする能ຊを㧗めていくということが求められているのではないかなというẼ

がしております。EBPM は今後いろいろなᙧで、プロ࢙ࣇッショࢼルを非⫱ててい

ただきたいと思います。プロ࢙ࣇッションというのは、ㄡか他のேに認ドを受けると

いう話ではなくて、⚄にᑐして࿌ⓑするという話ですが、いわࡺる⮬分⮬㌟がそのよ

うな意識をᣢつことが非常に重要な話だと思っております。 

さはさりながら、実㝿に今、中ኸᐁᗇでいうと、EBPM とఝたไᗘが実はあります。
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これは࣌ーࣃー࣡ークとしても結構大変だという話をしばしば⪥にします。結ᒁ、こ

のような EBPM の視点ということ⮬体は、ูに政策ホ౯や行政ᴗࣞࣅューというも

のとく違う話ではないので、ある意味、EBPM の視点をこの中にどうやってධれ㎸

んでいくかというのが求められているのではないかとឤじております。ある種、┬ෆ

のㄝ᫂、あるいは予算ᰝ定のプロセスの中に EBPM をしっかりᇙめ㎸めるかどうかと

いうところが重要だと思います。ちなみに、政策の最⤊ุ᩿者は政なので、ある意

味、EBPM をやったとしても、それがきちんと政策決定につながるかどうかというの

は 100㸣᫂らかではありません。それは経Ⴀでもྠじだと思います。⏬㒊㛛がసっ

たものが、最⤊的にそれが実現するかどうかというのはまた話が違うと思うのとྠ様

に、政策立案の EBPM というのはそのようなものだと思います。政に上げるところ

の๓のẁ㝵できちんと EBPM がなされて、ロジックが詰まっていて、それなりに➨୕

者にも合理的にㄝ᫂ができるというものをクオࣜテとして担ಖしていくというもの

が、多分政策のẸ的な議論を積み上げていくという意味で非常に重要なことだと⚾

は考えます。┬ෆのᴫ算要求のプロセス、これはⱝᖸ⣽かい話になってしまうかもし

れませんが、こうしたㄝ᫂の中に EBPM の視点をうまく取りධれるようなことをไᗘ

的あるいは実ົ的にどのように担ಖしていくのかということは今後非考えていって

ḧしいし、考えていかなければいけないことだと思います。 

 統計➼データについてもⱝᖸ᭩かせていただいたのですが、今᪥のお話は、EBPM

と統計ᨵ㠉というのは違うものだというような観点でお話をさせていただいているの

で、あまり統計➼データについてお話をすることはなかったのですが、さはさりなが

ら、EBPM の中で必要なのにデータがありませんということはかなりの⛬ᗘありᚓる

のかなと思っております。ある種、いろいろなデータがある中で、それを᭷ᶵ的に㐃

ᦠしていくというのは重要で、行政的には、データを使い⤊わると、過去のものはい

らないというようなឤじで◚Რすることはとても多いと思いますが、ᴗົデータを

積していくことの意味も、EBPM のࢧクルをᅇすという意味では非常に意味がある

ことだと思います。そのような意味でどのように使うのかということをྛᗓ┬の◊✲

ᡤなどで先➃的な取組をしていただくというのも１つ᭷⏝なのではないかと思います。

いずれにしても、EBPM はጞまったばかりで、よちよちṌきなのです。そのよちよち

Ṍきのேにいきなり「20 ṓのேはこうる⯙うきだ」とゝってもこれはあまり意味

がある話ではなくて、ᡂ㛗過⛬に合わせた取り組み࣓ニューをసっていく必要がある
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のだと思います。そのようなことで考えてみると、組⧊ෆのேᮦ⫱ᡂとྠ様にこれは

時間のかかる話だと思いますが、Ṍみは㐜くとも、ᜥ㛗くやっていかないとプロ࢙ࣇ

ッションとしての☜立はできないと思っておりますし、☜立されることで、Ⰻいேᮦ

が政策立案のᴗ界にもきちんとὶれていくことがとても重要なことだと⚾は思ってお

ります。 

 先ほど申し上げたように、EBPM の方というのは、経済ᐁᗇとつไᐁᗇでは違うと

思います。つไᐁᗇで EBPM が使い࡙らいという話がよくよく⪺かれます。᮲⣙、あ

るいは法ᚊの要ㄳで来ている場合、その⫼ᬒにある問題意識は何か。法ᚊで決められ

ているからやるという話になると、ᚓてして思考Ṇに㝗ってしまうのです。何のた

めの法ᚊかということを問い┤すసᴗをする必要があると思います。ࢮロか１かのุ

᩿、えばこの施策の目的は正を 100㸣㜵Ṇすることだとゝってしまうと、もはや

その先はないのです。どちらかというと、実㝿には 100㸣にῶらせるわけはないです

し、ࣜࢯースにもไ⣙があるので、㈝⏝ᑐຠᯝをኳ⛗にかけたときに、ࣜスクをどの

⛬ᗘチᐜするか、あるいはそのような視点は実ົ上ᣢたࡊるをᚓないと思うのです。

法ᚊにูにᴙ✺く必要はないのですが、実㝿の㐠⏝のところはやはりᰂ㌾に構える必

要があるので、そこに EBPM を使うことはྍ能だと思っております。 

 これはᚚཧ考ですが、බ会計におけるデータά⏝ということで、今後 AI やいろいろ

な技⾡がධってくると思いますが、基本的には現場のᴗົのやり方あるいは現場の思

考を変えていかないと本㉁的に物は変わらないと思います。EBPM というのも、政

策立案の担当者の思考ᅇ㊰を変えないと、これは定╔しないし、プロ࢙ࣇッションに

もならないと思います。そのような観点でබ会計におけるデータά⏝も考えていかな

いといけないと思います。 

 最後に、⚾は経済学者ですが、なࡐ経済学者が EBPM の話をしているのかというこ

とを申し上げて⤊わりにさせていただきたいと思います。そもそも EBPM の経済学ഃ

面は、申し上げているように、統計の話をすることではなくて、どちらかというと、

政策のⓎ現プロセスの⫼ᬒにあるロジックを詰めていくというところに⚾はあると思

っております。そもそもンプットとかアクテࣅテとかそのようなࣛ࣋ルは⚾は

あまり重要だとは思っておらず、政策のࣇローをしっかり᭩いて、そのけを論理

的、あるいは定㔞的にᢲさえていくということが非常に重要だと考えております。 

 実はこのような考えに㈶ྠしてくれる現役の役ேの方が何ேかいて、一⥴に本を᭩
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いていて、ᖺᗘෆ目㏵でᮾ大出∧からࠗEBPM の経済学࠘が出ます。㈙っていただく

必要はないのですが、今᪥お話ししたෆᐜを、ただ、ゝ ⴥだと㒊ᩓってしまうので、

きちんと᭩きとめておこうと思って᭩いたものでごࡊいます。 

 以上、EBPM でかなり⚾見がΰࡊっていたと思いますが、現在の取組のᚚ⤂介と、

⚾⮬㌟がどのような思いでやっているのかということをൗ㉺ながらお話しさせていた

だきました。ᚚΎ⫈いただきまして、ありがとうごࡊいました。   

 

࠙⥲合㐍行ࠚ 大ᶫ先生、どうもありがとうごࡊいました。 

 それでは、この後、ࢿࣃルデスカッションを行いますので、‽ഛがᩚいますまで、

しばらくおᚅちください。 
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 ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣝࢿࣃ

 ᨵၿࠖࡢᰝ࣭┘ᰝ࣭ホ౯᳨ࡿࡼ⏝άࡢࢱ࣮ࢹࠕ

㸺ࢺࢫࣜࢿࣃ㸼 

◁ᒣ  ⿱ （⥲ົ┬⾜ᨻホ౯ᒁ ⾜ᨻ┦ㄯ⏬ㄢ㛗） 

㔝上 ᬛ⾜ （ᅜ❧Ꮫἲே➼┘༠㆟㛗ࠊ 

ᅜ❧ᏛἲேᗈᓥᏛ┘） 

ᒣୗ 㑻   �㜰ᕷ⾜ᨻጤဨ ົᒁ㛗） 

⤖ᇛ ⚽ᙪ   �᪥ᮏබㄆィኈ༠  

ᖖົ⌮（┘ᰝ࣭ಖドཬࡧ ,7 ᢸᙜ）） 

⠛ཎ ᰤస   �ィ᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ㆟ᐁ） 

㸺 ྖ   㸼 

 ᕝ㑓 ᱇ኴ   �ィ᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⬟ຊ㛤Ⓨᐁ 

බィ┘ᰝ㐃ᦠᐊ㛗）

                                 

 

− 17−



࠙⥲合㐍行ࠚ これより、ࢿࣃルデスカッションを㛤ጞいたします。ࢿࣃルデス

カッションのྖ会は、ᕝ㑓᱇ኴ会計᳨ᰝ㝔බ会計┘ᰝ㐃ᦠᐊ㛗にお㢪いいたします。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ただいまᚚ⤂介いただきました会計᳨ᰝ㝔のᕝ㑓でごࡊいます。

本᪥はあいにくのኳẼの中、また㐲方より本会議にお㉺しいただき、ᨵめましてឤㅰ

申し上げます。័れなྖ会ではごࡊいますが、最後までおき合いのほどよろしく

お㢪いいたします。それでは、ここからは╔ᖍしてྖ会を㐍行させていただきます。 

 今ᅇのࢿࣃルデスカッションは、「データのά⏝による᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯のᨵ

ၿ」をテー࣐としてウ議を行っていただくことになっております。 

 㸳ྡのࣜࢿࣃストの方々をᚚ⤂介させていただきます。⚾のお㞄の方が、⥲ົ┬行

政ホ౯ᒁ行政┦ㄯ⏬課㛗の◁ᒣ⿱さんです。◁ᒣさんは、政策ホ౯に係るᴗົを担

っておられまして、その立場からᚚ出ᖍいただいております。そして、そのお㞄の方

が、ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᅜ立大学法ேᗈᓥ大学┘の㔝上ᬛ行さんです。 

㔝上さんは、ᅜ立大学法ேの┘ᰝを担っておられる立場からᚚ出ᖍいただいておりま

す。⥆いて、向かいഃのテーࣈルでごࡊいますが、ⓙ様から見て一␒ᕥഃの方が、大

㜰ᕷ行政ጤဨ会ົᒁ㛗のᒣୗ㑻さんです。ᒣୗさんは、ᆅ方බඹᅋ体の┘ᰝᶵ関

の立場からᚚ出ᖍいただいております。そのお㞄の方が、᪥本බ認会計ኈ༠会の┘ᰝ・

ಖドཬࡧ IT 担当の常ົ理でごࡊいます結ᇛ⚽ᙪさんです。結ᇛさんは、政ᗓ出㈨法

ே、ᆅ方බඹᅋ体➼の会計┘ᰝேの立場からᚚ出ᖍいただいております。最後に、一

␒ྑᡭが、会計᳨ᰝ㝔⥲ᣓᑂ議ᐁの⠛ཎᰤసさんです。⠛ཎさんは、ᅜ➼の会計᳨ᰝ

ᶵ関の立場から出ᖍしております。 

 ᪩㏿ではごࡊいますが、ࣜࢿࣃストの方々に 11 分を目㏵に、プࣞࢮンテーションを

行っていただきます。その後、ఇ᠁をとりますので、その間に、ⓙ様に๓におΏし

した㉁問⏝⣬にᚚ㉁問をᚚグධいただきまして、後༙ではそちらにもお⟅えしていき

たいと思います。また、ྛࣜࢿࣃストの本᪥のⓎ⾲、Ⓨゝはそれࡒれの組⧊における

ᚚ経験➼に基࡙くものと思われますが、組⧊を㞳れたಶே的な見解という⨨けで

ごࡊいますので、ⓙ様にもそのようにᚚ理解いただきますようお㢪いいたします。 

 それでは、ึめに◁ᒣさんよりᚚⓎ⾲いただきます。◁ᒣさん、よろしくお㢪いい

たします。 
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㹙⥲ົ┬における EBPM の取組㹛  

࠙◁ᒣ行政┦ㄯ⏬課㛗ࠚ ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁの◁

ᒣでごࡊいます。先ほど大ᶫ先生から EBPM に関す

る基本的な考え方についてヲしいお話がごࡊいま

したので、⚾のほうは、⥲ົ┬における EBPM の取

組ということで、大ᶫ先生の基ㄪㅮ₇を受けて、実

をᚚ⤂介できればと思っております。 

 ึめに、EBPM に関する実ド的ඹྠ◊✲というこ

とでᚚ⤂介させていただきますが、ࣅ࢚デンスとは

何なのかという᫂☜な定⩏が実は政ᗓの中でまだごࡊいません。政策ᡭẁと政策ຠᯝ

のᅉᯝ関係に関するᐈ観的・合理的᰿ᣐࡄらいの意味合いで使われているということ

で、その方法論についてはㅖㄝあるということでごࡊいます。 

 政ᗓは今、一生ᠱいろいろな取組をしておりますが、EBPM ということに関して

大きく２つの要⣲が重要であると思っております。その１つがロジックモデルのసᡂ

ということで、先ほど大ᶫ先生のᚚㅮ₇にもありましたとおりです。もう１つは、政

策ຠᯝに関するᅉᯝ関係の᳨ドということで、ᅉᯝ᥎論など様々な方法で᳨ドしてい

くことです。この２点に↔点が当たっております。 

 ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗のᚚ⤂介にもありましたとおり、⥲ົ┬行政ホ౯ᒁは、政策ホ౯ไᗘ

をไᗘᐁᗇという立場から EBPM を᥎㐍しております。これまで EBPM に関する᭷

識者の方々にお㞟まりいただき、考え方のᩚ理をさせていただきました。また、ྛᗓ

┬とඹྠで実ド的なඹྠ◊✲をやっており、現在、実をⓎಙしていくという࢙ࣇー

います。このいずれも大ᶫ先生にはᚚᣦᑟいただいࡊにධっているということでごࢬ

ております。 

 ᖹᡂ 30 ᖺᗘの EBPM 実ド的ඹྠ◊✲のテー࣐は、ዪᛶά㌍᥎㐍施策、IoT ࣅーࢧ

ス出ᨭᴗ、➇த政策ᗈ報、それから、ゼ᪥ン࢘ࣂンࢻ施策の㸲つです。実ド

的ඹྠ◊✲の体ീということで、その㸲つのテー࣐それࡒれについて、まず政策の

ロジックをᩚ理してみました。ここで大なのは、大ᶫ先生のᚚㅮ₇にもありました

が、きれいなロジックモデルをసること⮬体が目的なのではなくて、政策ຠᯝのⓎ現

࣓カニ࣒ࢬを構㐀化・視ぬ化し、分析の目的・ᯟ組み・重点࣏ントを᫂☜にするこ

とが║であるということです。ですから、きれいなモデルをసるということよりも、
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政策ロジックのどの㒊分に↔点を当てて分析するのかを見極めるということがまず大

となります。 

 スࣛࢻの㸳では、㸲つのテー࣐ごとに、分析目的、分析ᡭ法、結ᯝのά⏝をᩚ理

しております。とかく EBPM とゝいますと、分析ᡭ法、えば RCT、あるいはᕪのᕪ

分析といったツールに目が行きがちですが、そうした分析ツールからධらないことが

大です。分析の目的、つまり、政策をどのようにᨵၿしたいのか、そのためにはど

のような情報が必要かという分析の目的を最ึに᫂らかにすることが大です。その

上で、分析の結ᯝをどうά⏝していくのかということをセットで考えて、それにあわ

せて、どのような分析ᡭ法を使うのかを᳨ウする。RCT のようなやり方がよいのか、

場合によっては定ᛶ的な方法でも構わないと考えております。 

 ල体的なということで、IoT（モࣀのンターࢿット）ࢧーࣅス出ᨭᴗにつ

いてᚚ⤂介いたします。これはゝわばモデルᴗになっておりまして、モࣀのンタ

ーࢿットをうまくά⏝して、ᆅᇦの課題を解決していこうという政策であります。最

ึにロジックをᩚ理するわけですけれども、先ほどの大ᶫ先生のᚚㅮ₇にもありまし

たが、とりあえずンプット、アクテࣅテ、ア࢘トプット、ア࢘トカ࣒というᙧ

にᩚ理してみました。この政策の≉ᚩは、34 のᴗそれࡒれが⊂立した政策をᙧᡂし

ており、それࡒれの政策ロジックがあるというタプのものです。「ධれᏊ構㐀」と

⾲現しておりますが、このような構㐀をしているということを踏まえた上で、ಶูの

モデルᴗ༢で行う分析と、体をಠ▔して行う分析との２つのᒁ面があるとᤊえ

ました。さらに、一␒の࣏ントは、ア࢘トプットがア࢘トカ࣒にきちんとつながっ

ているかどうか、まさにそこがきちんと᳨ドできてࣅ࢚デンスがᚓられれば、ロジッ

クが最⤊ア࢘トカ࣒までὶれていくという定のୗ、その㒊分に↔点を当ててデータ

分析をやっていくということにしております。 

モデルᴗの１つをᚚぴいただきますと、認▱ᑐ応ᆺ IoT 。いますࡊスがごࣅーࢧ

これは IoT のセンࢧーを使ってプロアクテࣈなケアをすることで、認▱の状が

ᨵၿされるかどうかが࣏ントで、解決したい最⤊的なᆅᇦ課題は介ㆤ者の㈇担の㍍

ῶです。スࣛࢻの㸶の㉥い点⥺でᅖった㒊分について、データに基࡙く介ㆤを行っ

た結ᯝ、認▱のⓎが⦆あるいはῶ少するということのࣅ࢚デンスがᚓられれば、

一㐃のロジックが最後までつながっていくであろうという見立てであります。実㝿に

プロアクテࣈな介ㆤを受ける方と受けない方をࣛンダ࣒にり分けして、BPSD（認
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▱行動・ᚰ理状）が一定ᮇ間経過後にᾘえた割合を見ますと、IoT を使ったプロ

アクテࣈな介ㆤを受けた方のほうがᾘኻ割合が大きかったということで、これは᫂

☜なࣅ࢚デンスありということになります。 

 そして、スࣛࢻの㸷は、Ṍ計のような IoT ᶵჾを使いまして、㐠動㔞を IoT で

ᢕᥱして、Ṍᩘが多くなるなどᗣ⟶理が向上するとそれだけ࣏ントがたまるとい

うンセンテࣈをつけて、そのようなࢧーࣅスにཧຍした方の་⒪㈝のఙࡧをẚ

てみたです。ここでは、་⒪㈝のఙࡧがᢚไされていればຠᯝありということに

なります。こちらは㧗㱋者をᑐ㇟にしておりまして、ࢧーࣅスにཧຍしない方は２ᖺ

間で་⒪㈝が 11.3 ࡄらいఙࡧていくのですが、このࢧーࣅスにཧຍすると 6.3 

で済んだということで、そのᕪ㸳ほどの་⒪㈝がᢚไされたということです。

これもࣅ࢚デンスありということで、この㉥い点⥺のところがつながり、ロジックが

最後までつながっていくという分析をしております。 

 スࣛࢻの 10 は、ࣅッࢢデータのά⏝についてです。これはゼ᪥ン࢘ࣂンࢻ施策

ということで、ᆅᇦの観ගをᗈ報することによって、እᅜேの᪑行ᐈがቑえるかどう

か、㉎㈙㢠がቑえるかどうかということを᳨ドするために、Wi̺Fi のアクセス࣏ン

トのデータ、あるいはクࣞジットカーࢻの㉎㈙データなどのࣅッࢢデータを使って、

ᯝたしてᗈ報をᡴつ๓とᡴった後で違いが出たかどうかというのを᳨ドしようと考え

たのですが、当然ながら、このようなẸ間のデータは政策のために㞟められたデータ

ではありませんので、意እに使いᡭがよろしくないということがあります。㞴点と

しては、生のデータのධᡭが実はᅔ㞴でありまして、ある⛬ᗘ大くくり化されたデー

タしかධᡭができない。そして、ࣅッࢢデータとはゝうものの、࢚ࣜアを⣽かく分け

ていくと実はデータがᩘ௳しかない、あるいは、統計的な分析には使えないというこ

とがあります。ですから、ࣅッࢢデータは何か㨱法のつえのようなゝわれ方をしてお

りますが、使われる๓にはよくよく᭷⏝ᛶなりを᳨ドする必要があり、ࣅッࢢデータ

だからといってやみくもに㣕ࡧつかないことが大だと思っております。 

 ⥆きまして、スࣛࢻの 11 からは行政ホ౯ᒁㄪᰝにおける EBPM 的アプローࢳに

ついてᚚ⤂介させていただきます。⥲ົ┬行政ホ౯ᒁは、それ⮬体がㄪᰝᶵ関であり

まして、⮬๓で分析をいろいろやっております。今ᅇは EBPM 的なアプローࢳを行っ

たもの２௳、「ᖺ㔠ᴗົの㐠Ⴀに関する行政ホ౯・┘視」と「࣡ーク・ࣛࣛࣂ・ࣇ

ンスの᥎㐍に関する政策ホ౯」についてᚚ⤂介させていただきます。 
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 まずᖺ㔠ᴗົの㐠Ⴀに関する行政ホ౯・┘視です。これはᖹᡂ 30 ᖺにබ⾲された報

࿌᭩でありますが、いろいろな分析やᣦをしている中の１つとして、「ᅜẸᖺ㔠ಖ

㝤ᩱの⣡ᑐ策としてཱྀᗙ᭰の᥎㐍が᭷ຠなのではないか」という௬ㄝを立てまし

て、これを᳨ドするためのデータ分析を行っております。ᅜの 45 ᖺ㔠ົᡤからデ

ータを㞟めまして、ಖ㝤ᩱのཱྀᗙ᭰⋡と⣡⋡の関係をプロットしたものがスࣛ

のࢻ 14 のྑഃのࣇࣛࢢです。ᶓ㍈がཱྀᗙ᭰実施⋡、⦪㍈が⣡⋡で、シンプルなᅇ

ᖐ分析を行うとࣇࣛࢢのようなᙧになります。これは何を意味しているかとゝうと、

ཱྀᗙ᭰実施⋡が１㸣㧗いົᡤは、他のົᡤとẚて⣡⋡が 0.84㸣ほど㧗いと

いう┦関関係があるということで、ཱྀᗙ᭰を㐍めると⣡⋡が㧗くなりそうだとい

う♧၀であります。ຍえて、༢なるᮘ上のデータの分析だけではなくて、その 45 ົ

ᡤについて分析を行いました。１つ１つ㊊で✌ࡄということであります。その結

ᯝ、データ分析からの♧၀をけるような状ἣが見られましたので、最⤊的に「ཱྀ

ᗙ᭰を᥎㐍すし」という㊃᪨の່࿌を出しているということでごࡊいます。 

 もう１つが、࣡ーク・ࣛࣛࣂ・ࣇンスの᥎㐍に関する政策ホ౯です。これはᖹᡂ

25 ᖺのㄪᰝでありまして、ロジックモデルと統計分析と◊✲を一㏻りやってみた

というものであります。その中で一つをᚚ⤂介しますと、⮬ᕫၨⓎを実施するປ

ാ者の割合を上᪼させるための施策がありまして、これについてロジックモデルをస

ってみて、ࣜࣕ࢟ア・コンࢧルテンࢢが᭷ຠかどうかというのを᳨ドしたものであ

ります。そのデータ分析の結ᯝがスࣛࢻの 19 の⾲です。ᚚぴいただきますと、ࣕ࢟

ࣜア・コンࢧルテンࢢを受けた経験があると⮬ᕫၨⓎの実施に結ࡧつきやすいとい

う結ᯝがᚓられました。このようにデータ分析をしながら、報࿌᭩をまとめたという

であります。 

 最後にまとめでごࡊいます。今、政ᗓ体で EBPM の取組が㐍んでおります。これ

からは実、これを出していくということが重要なᒁ面になっております。⥲ົ┬

としては、ᘬき⥆きそうした面でのඹྠ◊✲や行政ホ౯ᒁㄪᰝに取り組んでまいりた

いと思っております。⚾からは以上です。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ◁ᒣさん、ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、㔝上さんよりᚚⓎ⾲いただきます。よろしくお㢪いいたします。 
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㹙ᅜ立大学法ேにおける EBPM のプロセスに╔目した┘┘ᰝ 
̿ᅜ立大学法ேᗈᓥ大学┘の場合̿㹛 

࠙㔝上┘ࠚ ᗈᓥ大学┘の㔝上でごࡊいます。⚾

のほうからは、現在のᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗

という立場もできるだけ踏まえてお話をさせていた

だきたいと思います。ᅜ立大学法ே➼┘༠議会は、

86 のᅜ立大学法ேと㸲つの大学ඹྠ⏝ᶵ関法ேを

合わせて 90 の法ேにそれࡒれ２ྡずつ┘が௵さ

れていることから、⥲ໃ 180 ྡからなる組⧊体でごࡊ

います。その会㛗という立場も踏まえながら、EBPM

のプロセスにὀ目した大学としての┘┘ᰝの状ἣについてお話をさせていただきま

す。◁ᒣ課㛗のお話の中で⨨ければ、ࣜアルな現場での状ἣ、現場でのᝎみとⱞ

ᝎ➼のお話をさせていただくことになると思います。 

 大きく３つに分けてお話をさせていただきます。１点目は、ᅜ立大学法ேにおける

┘の役割について、２点目は、EBPM の視点から、ᅜ立大学法ே┘として≉に⚾

が意識していることについて、３点目は、┘として最も関ᚰをᣢっている㡯、こ

れはまさに EBPM プロセスですが、それについてお話をさせていただこうと思ってお

ります。 

 ᅜ立大学法ேの┘の役割をⓙさんに⡆༢にお話をさせていただきます。ᅜ立大学

法ேのᴗົには、ᩍ⫱◊✲、㝔があればデ⒪、社会㈉⊩もあります。非常に多様な

ᴗົを担っておりますが、そのᴗົを┘ᰝすることが┘の役割ということになりま

す。 

 スࣛࢻの２をᚚぴください。ᅜ立大学法ே法➨ 11 ᮲㸳㡯で、┘は、いつでも、

役ဨཬࡧ⫋ဨにᑐしてົཬࡧᴗの報࿌を求め、ཪはᅜ立大学法ேのᴗົཬࡧ㈈⏘

の状ἣのㄪᰝをすることができるとしています。㸷㡯を見ていただきますと、┘ᰝの

結ᯝに基࡙いて、必要があると認めるときは、学㛗ཪはᩥ㒊⛉学大⮧に意見をᥦ出す

ることができるとされ、さらに、報࿌⩏ົが➨ 11 ᮲の２に⨨けられておりまして、

役ဨが正の行Ⅽをし、ⱝしくは当ヱ行Ⅽをするおそれがあると認めるとき、ཪはこ

の法ᚊⱝしくは他の法令に違する実ⱝしくはⴭしく当な実があると認めると

きは、㐜なく、その᪨を学㛗に報࿌するとともに、ᩥ㒊⛉学大⮧に報࿌しなければ

− 23−



ならいとつ定されております。このような法のもとに┘はᴗົを行っております。 

 スࣛࢻの３は、⚾が現在のᅜ立大学法ேのࢼࣂ࢞ンス構㐀を⤮にしてみたもので

す。基本的にはᩥ㒊⛉学┬➼がసᡂしている㈨ᩱを࣋ースにしておりますが、ᅜ立大

学法ேの現在のࢼࣂ࢞ンス構㐀はこのようになっていると理解しております。≉にᅜ

立大学法ேのࢼࣂ࢞ンスのホ౯については、ᅜ立大学法ேホ౯ጤဨ会が㈐௵をᣢって

やっておられます。そして、ᩍ⫱、◊✲➼のホ౯については、大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵ

ᶵ構のもとで行われまして、その結ᯝをᅜ立大学法ேホ౯ጤဨ会がᑛ重するという

立場です。その結ᯝを⥲ົ┬あるいはᩥ㒊⛉学┬に報࿌するとともにබ⾲するという

ことになっております。このᅗを見ていただきますと、学㛗は、経Ⴀ༠議会、ᩍ⫱◊

✲ホ議会、そして、役ဨ会の㛗であります。理㛗でもあり、学㛗でもあるというこ

とで、┦当なᶒ㝈をᣢっております。その意味で、学㛗のࢼࣂ࢞ンスຊがᙉく問われ

ている状ἣであります。このようなࢼࣂ࢞ンス構㐀で、┘というのは、学㛗とྠじ

ようにᩥ㒊⛉学大⮧௵であります。┘は、役ဨ会や経Ⴀ༠議会などの会議での意

思決定プロセスが㐺ษであるかどうか、ᴗົᇳ行状ἣは㐺ษに行われているかという

ことを見ており、必要がある場合には、㈨ᩱのᥦ出を求めたり、現場の視ᐹを行った

りしています。 

 そこで、本᪥のテー࣐であります大学の┘として大学の Evidence Based Policy 

Making を┘ᴗົの中でどう⨨けるかです。このテー࣐をいただいたとき、正┤、

非常にᡞᝨいました。ᡞᝨいの中で⮬分なりにᩚ理した⟅えは、現在の⮬らの┘と

してのスタンスで EBPM を解㔘してみよう、というものです。EBPM のᡂ立の๓ᥦと

なる大学の Institutional Research ᶵ能、これがにᶵ能できる体ไになっている

かどうか、大学経Ⴀ㝕の意思決定における EBPM のプロセスがであるかどうかと

いう視点で┘ᴗົを㐙行していることから、このスタンスでお話をさせていただき

ます。 

 ⚾は、法ே化๓の㸲ᖺ間と、法ே化後の㸲ᖺ間、合計㸶ᖺ間、⚄ᡞ大学の学㛗を

めました。法ே化の最ึのᖺ、ⱥᅜの࢛࢘ーࣜック大学のᨵ㠉をᡂし㐙げられたシࣕ

トックẶ（Prof. Michael Shattock）を᪂たにⓎ㊊する法ேの理としてお㏄えしまし

た。ᑵ௵౫㢗にロンࢻンをゼ問したとき、ᙼは、「ᅜ立大学が法ே化したということ

は、ࢿ࣐ジ࣓ントが㐺ษであれば、ᅜのᨭには㝈界があり、◚⥢することもある。

それが法ே化したことの意味だ。」と⚾にᙉく⮬ぬするよう求めました。 
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 シࣕトックẶは、╔௵後、本᪥のテー࣐である EBPM こそが大学経Ⴀの基本である

ということを法ே化した大学の᪂⡿学㛗である⚾にゝい⪺かせました。まずは⚄ᡞ大

学の㎰学㒊を取り上げてやってみよう、とゝうことで、㎰学㒊の社会的意⩏のドᕥと

なるࣅ࢚デンス、㎰学㒊受験者の過去 10 ᖺ間の動向、㎰学㒊を༞ᴗしたての学生の

༞ᴗ後のᒎ㛤の状ἣ、㎰学㒊㐠Ⴀにかかるコストの᫂♧を求めてきました。ᙼにとっ

ては、このようなࣅ࢚デンスはᢕᥱされていて当然ということで、そのドᕥを⚾に求

めてきたのです。しかしながら、法ே化๓の⚄ᡞ大学は、学生当たり積算බ㈝、ᩍဨ

当たりの積算බ㈝、要するに、学生ᩘ、ᩍဨᩘに応じて積算されたᅜからの一定の大

きさの㈨㔠をᖺᗘෆにきちんと使いこなすというのがミッションでありましたから、

およそシࣕトック理が求めるようなࣅ࢚デンスをすࡄさま♧すことはできませんで

した。シࣕトックẶは、「これでは理としての㈐ົをᯝたせない」という理⏤で、

㎡௵を申し出てきました。ᅜ立大学は法ே化してึめて、本᪥のテー࣐である EBPM

に意をὀࡄことになったとゝって過ゝではありません。この状ἣは、⚄ᡞ大学だけで

はなかったと思います。 

 スࣛࢻの㸳を見ていただけますでしょうか。法ே化したᅜ立大学には┘ᰝᐊが設

けてあります。┘ᰝᐊは学㛗のもとに設⨨されているもので、学㛗のᣦ♧ཪはᢎ認を

ᚓた㡯の┘ᰝを行います。このことから、┘としての┘ᰝᴗົの一㒊として、こ

の┘ᰝᐊの┘ᰝᴗົᇳ行の状ἣをᑀにみることにしております。┘ᰝᐊによる┘ᰝ

の一㐃のᡭ㡰がෆ㒊構ᡂဨの理解あるいは༠ാのもとで㐺ษに⥭ᙇឤをᣢって㐠⏝さ

れているかを≉にὀ視しております。┘ᰝᐊによってᨵၿ㡯➼がᣦされた場合、

そのᣦ㡯を大学ᇳ行㒊や関係㒊㛛が真ᦸに受けṆめて、ᨵၿ点を᫂♧してアクシ

ョンできているかをみています。 

 スࣛࢻの㸴を見ていただきましょう。ᅜ立大学は法ே化以㝆、ᩥ㒊⛉学┬のᨭ

をᚓながらですが、それࡒれ⊂立して経Ⴀできる体ຊと組⧊を構⠏することを目ᣦし

てດຊを重ࡡてきました。今も、ᅜᐙ㈈政の基本的構㐀がもたらす課題をり㉺え、

大学を取りᕳく➇த的なᅜ㝿⎔ቃをちᢤき、ྛ界からのᅜ立大学のᮇᚅに༑分応

えることのできる経Ⴀ体になるく、ᠱなດຊを積み重ࡡています。ᅜ立大学の

ᮇᚅは、ෆ㛶ᗓにある⥲合⛉学技⾡・࣋ࣀーション会議、経済㈈政ㅎ問会議からの

ᥦゝ、ෆ㛶ᐁᡣにあるྛ種のᐁᡣ本㒊の政策に現れています。これらのᥦゝに基࡙く

ྛ種のᅜ立大学法ேの要ㄳが、ᩥ㒊⛉学┬経⏤だけでなく、結構ダࣞクトに、ᙉ
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く大学にᙳ㡪するようになってきています。 

 また、ᅗに♧しておりますように、ྛ種のࣇンデンࢢᶵ構がごࡊいますが、大

学は、これらのᶵ構の᪂たな取組にセンシテࣈであることが求められています。ま

た、┤近では㧗➼ᩍ⫱の↓ൾ化に向けた政策のୗにᩥ㒊⛉学┬によってᅜのዡ学㔠を

ᥦ౪するにࡩさわしい大学であるかどうか、ᩍ⫱体ไのᩚഛ状ἣに関する☜認సᴗが

行われています。┘としては、こういった㧗➼ᩍ⫱にᑐするᅜẸのᮇᚅに応えよう

とするᅜの政策にᑐして大学は㐺ษな行動をとれる体ไにあるか、また、㎿㏿なά動

をᒎ㛤できているかも見ていく必要があると考えております。 

 今、EBPM プロセスで≉にὀ視しているのは、スࣛࢻの㸷に♧すように、大学の

構ᡂဨの理解と༠ാをᑟくᡭ㡰がであるかということです。ᗈᓥ大学が今ᣮᡓし

ているのは、１ேのᩍဨ・◊✲者の「ᩍ⫱のコミット状ἣ」、「◊✲のᡂᯝ」、「社

会㈉⊩の状ἣ」を、また་⒪⣔においては「デ⒪のコミット状ἣ」について、ある

いは、「学ෆࢿ࣐ジ࣓ントのコミット状ἣ」をᩘ್化して、大学としてのᡓ␎的ே

ဨ㓄⨨、目標⟶理をやろうということで大⫹に㐍んでおります。これが実㝿にᶵ能す

るためには、構ᡂဨのきちんとした༑分な理解が必要であることと、それをྍ能にす

る意思決定のプロセスが㐺ษであることが求められますが、この点を≉にὀ視してい

るところです。 

 最後に、≉に⚾が┘として┘ᰝをする最大の関ᚰ㡯は、スࣛࢻの 10 にᅗ♧し

ておりますが、ෆ㒊でのコミュニケーションの状ἣ、そして、意思決定のプロセスで

す。それがෆ㒊だけではなく、中ኸ政ᗓとのコࢿクションの状ἣ、ᾏእ大学やᅜ㝿的

な◊✲ᶵ関とのコࢿクションの状ἣ、そして、ᆅᇦとのコࢿクションの状ἣ、そして、

ここでの大学ᇳ行㒊のデシジョン࣓ー࢟ンࢢが、EBPM プロセスに意をὀいだもの

になっているかどうかです。 

 ⚾からのㄝ᫂は以上です。ありがとうごࡊいました。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ 㔝上さん、ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、ᒣୗさんよりᚚⓎ⾲いただきます。よろしくお㢪いいたします。 
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㹙データのά⏝による᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯のᨵၿ㹼大㜰ᕷ行政ጤဨ会

ົᒁの取組み㹼㹛 
࠙ᒣୗົᒁ㛗ࠚ 大㜰ᕷ行政ጤဨ会ົᒁ㛗のᒣୗ

でごࡊいます。⚾のほうからは、┘ᰝにおけるデータ

のά⏝について、大㜰ᕷの取組の現状と今後のᒎᮃ

についてᚚㄝ᫂させていただきます。 

 まず大㜰ᕷとᕷの┘ᰝ体ไについてのᚚ⤂介です。

大㜰ᕷは、ேཱྀ⣙ 270 ே、予算つᶍは、一⯡会計と

≉ู会計合計で３ 6,000 ൨、⫋ဨᩘは３ 5,000

ேとなっております。┘ᰝ体ไですが、┘ᰝጤဨが識

見２ྡ、議㑅２ྡの計㸲ྡ、┘ᰝົᒁは 31 ྡとなっております。ົᒁ体ไの≉ᚩ

といたしましては、ෆ㒊統ไ┘ᰝ担当、ICT ┘ᰝ担当を設⨨していること、また、┘

ᰝ分㔝の㈨᱁ಖ᭷者㸳ྡを௵ᮇ⫋ဨとして᥇⏝していることなどでごࡊいます。 

 スࣛࢻの㸲のᅗは、大㜰ᕷにおける┘ᰝ組⧊の⨨けを⾲したものです。┘ᰝ

ົᒁは、㑅ᣲ⟶理ጤဨ会、ேጤဨ会のົᒁもົめる行政ጤဨ会ົᒁෆに┘ᰝ

㒊として設⨨されております。 

 それでは、本᪥のテー࣐であります┘ᰝにおけるデータのά⏝という点について、

大㜰ᕷの取組をㄝ᫂してまいります。スࣛࢻの㸳は、ᆅ方⮬法 199 ᮲に定める㈈

ົ┘ᰝ、行政┘ᰝ、㈈政的ຓᅋ体➼┘ᰝについての┘ᰝプロセスです。ᖺᗘ┘ᰝ計

⏬、ಶู┘ᰝ計⏬、実ᆅ┘ᰝ、┘ᰝ報࿌、࢛ࣇローアップという一⯡的なプロセスで

すが、データのά⏝という点では、ᖺᗘ計⏬におけるࣜスクホ౯、ಶู┘ᰝ計⏬に

おける予ഛㄪᰝ、実ᆅ┘ᰝにおける実ᰝにおいてデータをά⏝しております。 

 ḟに、ྛẁ㝵でどのようにデータをά⏝しているかについてᚚㄝ᫂いたします。

スࣛࢻの㸴は、┘ᰝのྛẁ㝵におけるデータのά⏝のᴫ要を♧したものでごࡊい

ます。まずᖺᗘ計⏬ẁ㝵では、ࣜスクホ౯に基࡙き、┘ᰝᑐ㇟としてᖺ間 25 から 30

⛬ᗘのົᴗを㑅定いたしますが、このࣜスクホ౯の㝿、予算・決算データや、ࣜ

スクの㢧在化に係るデータなどを⏝いて分析し、いわࡺるࣄート࣐ップをసᡂいたし

ます。使⏝しているࣇࢯト࢙࢘アは、࢚クセルの⾲計算ᶵ能でごࡊいます。ḟに、ಶ

ู┘ᰝの計⏬ẁ㝵では、┘ᰝᑐ㇟のົᴗを分析し、ෆ在するࣜスクをᢕᥱいたし

ます。その㝿、当ヱົᴗに係る㈈ົ会計データやྛ種統計データを࢚クセルのࢢ
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␗分析などを行います。実ᆅ┘ᰝẁ㝵においては、にࢻᶵ能➼を⏝いてトࣞンࣇࣛ

常್を᳨出する目的で┘ᰝᑐ㇟ົᴗの会計データや⿕┘ᰝ㒊㛛からのᥦ౪データ

を࢚クセルの࣎ࣆットテーࣈルや様々な関ᩘᶵ能を⏝いて┦関分析➼を実施しており

ます。 

 以上ᚚㄝ᫂したྛẁ㝵におけるデータのά⏝につきまして、そのල体をᚚㄝ᫂し

てまいります。まずᖺᗘ計⏬ẁ㝵ですが、ྛົᴗに関してᅛ᭷ࣜスクのホ౯を行

い、スࣛࢻの㸵のྑഃのようなࣄート࣐ップをసᡂいたします。その㝿、⦪㍈のᙳ

㡪ᗘについては、ᴗつᶍをᫎする予算や決算データを⏝いてุ定いたします。ま

た、ᶓ㍈のⓎ生ྍ能ᛶ、つまり、㢖ᗘにつきましては、ྛᴗに係るࣜスク㢧在化の

統計データなどを⏝いてุ定をしております。 

 ḟに、ಶู┘ᰝの計⏬ẁ㝵では、┘ᰝᑐ㇟ົᴗに係る㈈ົ会計データやྛ種統

計データを࢚クセルのࣇࣛࢢᶵ能➼を⏝いてトࣞンࢻ分析などを行い、ᴗのഴ向や

≉ᚩを理解して、ෆ在するࣜスクをᢕᥱいたします。ල体を２つᥖ㍕しております

が、まずスࣛࢻの㸶のᕥのࣇࣛࢢは、大㜰ᕷྛ༊におけるᆅᇦά動ᨭᴗについ

ての┘ᰝにおいて、過去ᩘᖺ分の決算データを⏝いて、ྛ༊のᨭ組⧊のጤク㈝の

᥎移を࢚クセルのࣇࣛࢢᶵ能を⏝いてྍ視化したものでごࡊいます。また、ྑ のᅗは、

大㜰ᕷྛ༊におけるேࢿ࣐ジ࣓ントについての┘ᰝにおいて、ྛ༊のேཱྀと༊役ᡤ

の⫋ဨᩘとの関係を┦関ᅗで⾲したものです。ಶู┘ᰝ計⏬ẁ㝵では、このようにྛ

種データを㞟・分析することにより、ෆ在するࣜスクとその大きさをุ᩿し、┘ᰝ

ᑐ㇟を⤠り㎸んでまいります。 

 ⥆いて、スࣛࢻの㸷は、実ᆅ┘ᰝにおけるデータά⏝のල体です。これはᅵ

ᆅ㈤㈚ᴗの┘ᰝにおいて、⣙ 3,000 ௳のᅵᆅ㈤㈚ዎ⣙データを分析して、␗常್を

᳨出したものです。ᕥのᅗは、⦪㍈に㈚ᮇ間、ᶓ㍈にዎ⣙␒ྕでዎ⣙データをࢢ

います。当ᕷでは、ᅵᆅの㈚ᮇ間は構⠏するᘓ物によりࡊに⾲したものでごࣇࣛ 30

ᖺまたは 20 ᖺを上㝈と定めているため、本ࣇࣛࢢからその上㝈を㉸える␗常್がᢕᥱ

できます。また、ྑのᅗは、⦪㍈に㈤ᩱ、ᶓ㍈にᅵᆅ面積としてዎ⣙データを┦関

ᅗに⾲したものです。この分析からは、面積が少ないにもかかわらず㈤㈚ᩱが㧗いも

の、㏫に面積が大きいにもかかわらず㈤ᩱがపいものがᢕᥱでき、ヲ⣽実ᰝのᑐ㇟を

ຠ⋡的に⤠り㎸むことができました。本௳は、ࢧンプル࣋ースではなく௳を┘ᰝᑐ

㇟として┘ᰝの精ᗘを向上させ、ྠ時に┘ᰝにかかる時間ᩘも少なくᢚえることがで
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きたです。このようにデータをά⏝することで、᭷ຠかつຠ⋡的な┘ᰝを実施

することができるとゝえます。 

 ḟに、┘ᰝにおけるデータのά⏝についての今後のᒎᮃについてお話をいたしま

す。⚾は⮬体⫋ဨになる๓、⡿ᅜに本社を⨨く多ᅜ⡠㔠⼥ᶵ関で㛗くົしてまい

りましたが、⚾が┘ᰝにᦠわるようになった⣙ 20 ᖺ๓には、ᾏእでは CAAT、コンࣆ

ューターᨭ┘ᰝ技法の⏝が一⯡的に行われておりました。⚾がົしていたᴗ

では、近ᖺᅜෆのᴗでよく使われるようになってきた┘ᰝツールを᪤にᑟධしてお

り、会計データを分析して␗常್を᳨出することをጞめておりました。 

 ᫇の CAAT は、データを一定の᮲௳でᢳ出してูࣇルにダ࢘ンローࢻして、┘

ᰝツールで分析するというものでしたが、最近では大ᐜ㔞のデータをそのまま㧗㏿に、

かつ複雑な分析ができるデータ分析ツールに㐍化しております。今後は᭦に㐍んで、

┘ᰝの㡿ᇦでも AI あるいは RPA とゝわれる᪂技⾡の⏝が㐍み、┘ᰝの⮬動化や⥅

⥆的┘ᰝ、ࣅッࢢデータを⏝いた㧗ᗘなデータ分析がᮇᚅされております。 

 スࣛࢻの 11 は、ෆ㒊┘ᰝ分㔝のᅜ㝿ᅋ体である IIA、ෆ㒊┘ᰝே༠会が実施した、

ෆ㒊┘ᰝにおけるテクࣀロジーの⏝状ἣについての実ែㄪᰝからその結ᯝを一㒊ᢤ

⢋したものでごࡊいます。このㄪᰝは 2015 ᖺに世界つᶍでẸ間、ࣜࣈࣃックを問わず

に行われたものです。ᕥのᅗは、ྛ種テクࣀロジーツールの⏝状ἣを 10 ᖺ๓とẚ㍑

したものです。ᅗが♧すように、㟁Ꮚㄪ᭩ツール、ࣇローࣕࢳート➼のసᡂツール、

データ࣐ンࢢ・データ分析ツールの⏝は╔実にቑຍしています。一方、コンࣆュ

ーターᨭ┘ᰝ技法の⏝はῶ少しているという結ᯝになっておりますが、これはこ

の 10 ᖺで CAAT というツール⮬体が、大ᐜ㔞のデータを㧗㏿かつ複雑に分析できる

ᶵ能に㐍化していることから、データ࣐ニンࢢ・データ分析ツールの⏝と移行

したものと分析をされています。また、ྑのᅗは、近ᖺのデータ࣐ニンࢢ・データ

分析ツールの⏝状ἣについて、世界と᪥本とをẚ㍑したものです。ᾏእではẕ㞟ᅋ

௳のテスト、ࣜスクのモニタࣜンࢢ、正の᳨出などの分㔝に積極的に⏝されて

いることがうかがわれますが、᪥本ではᾏእとẚ㍑すると、この分㔝での⏝はまだ

㐍んでいないという結ᯝになっております。 

 ḟに、スࣛࢻの 12 で┘ᰝにおいてデータをά⏝するために必要とされるス࢟ル

についてお話をいたします。このᅗは、当ᕷ ICT ᡓ␎ᐊが本ᖺまとめた「EBPM の実

現に向けたேᮦ⫱ᡂ方㔪（⣲案）」の中で♧した、データά⏝に必要な３つのຊを♧
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すものですが、これは┘ᰝにᦠわるேᮦについてもྠ様と考えております。すなわち、

ルが必要࢟ຊの３つのスࢢンジニアࣜン࢚ンスຊ、データ࢚ࢧスຊ、データࢿジࣅ

でごࡊいます。しかし、この中で基本となるのはあくまでもࣅジࢿスຊです。すなわ

ち、ᴗົをよく理解した上で、その課題をᩚ理し、解決するຊです。その上で、デー

タ࢚ࢧンスຊ、すなわち、情報⛉学⣔の▱識、そして、その▱識を意味あるᙧでά

⏝できるデータ࢚ンジニアࣜンࢢຊをఙばしていくということが重要と考えておりま

す。 

 最後に、当ᕷにおける EBPM の᥎㐍についてのࣞࣇー࣒࣡ークをスࣛࢻの 13 で

ᚚཧ考までにᥖ㍕しておきました。EBPM の本᱁的な取組はこれからですが、㝈られ

た㈈※と⫋ဨで多くのᴗ要ㄳに応えていかなければならないという当ᕷの課題を、

ᴗの㑅ᢥと㞟中、そして、政策ຠᯝの最大化によってᑐ応していくために EBPM を

᥎㐍するという⨨けをしております。 

 ⚾のⓎ⾲は以上でごࡊいます。ᚚΎ⫈ありがとうごࡊいました。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ᒣୗさん、ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、結ᇛさんよりᚚⓎ⾲いただきます。よろしくお㢪いいたします。 

 

㹙データのά⏝による┘ᰝの㧗ᗘ化に向けて㹛 
࠙結ᇛ常ົ理ࠚ ᪥本බ認会計ኈ༠会からཧりまし

た、結ᇛと申します。これから、データのά⏝に関

する┘ᰝの㧗ᗘ化について少しお話ししたいと思い

ます。 

 まずබ認会計ኈ┘ᰝの㡿ᇦで㟁Ꮚデータにᑐする、

あるいは㟁Ꮚデータをά⏝した┘ᰝの㧗ᗘ化、これ

はどのような状ἣで㐍められてきたかというところ

を⡆༢にスࣛࢻの１にまとめておきました。ࢧンプ

ࣜンࢢからデータのά⏝がጞまり、先ほどᒣୗᒁ㛗のᚚㄝ᫂の中でもありました

CAAT にᒎ㛤し、最近では、⥅⥆的┘ᰝ、データ・アࣜࢼテクス、AI のά⏝という

ように、㟁Ꮚデータ、これを๓ᥦにした┘ᰝが㐍められてきております。 

 この中で理解していただきたいのは、上から３つ目の⥅⥆的┘ᰝまでが、どちらか
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というと、㟁Ꮚデータをᑐ㇟として、その㟁Ꮚデータの中から何かをᢳ出して┘ᰝを

行っていくという方向でデータのά⏝が行われていたのですが、最近の動きとして、

ୗの２つ、データ・アࣜࢼテクスあるいは AI のά⏝は、㟁Ꮚデータにᑐする┘ᰝと

いうよりは、㟁Ꮚデータをά⏝してそこから┘ᰝをしなければならないᑐ㇟を識ู

していく、そのためにデータをά⏝するというὶれがあるということで、බ認会計

ኈの┘ᰝは行われております。 

 そして、もう１つお話をしておきたいのは、最近の動きとして、ᢳ出のᑐ㇟、これ

を識ูするのに、あらかじめ᮲௳をே間が考えて設定するというよりも、えば複ᩘ

の変ᩘあるいは᮲௳、こういったものの┦関関係やᅉᯝ関係を຺案して、正常್、正

常な関係というのは何か、そこからእれている状ἣを♧すものは␗常なものではない

かということで㟁Ꮚデータのά⏝が㐍められており、そういったὶれの中で、え

ばデータ・アࣜࢼテクスや AI のά⏝は行われております。 

 ≉にデータ・アࣜࢼテクスは、先ほどᒣୗᒁ㛗からᚚ⤂介いただいたㅮ₇㈨ᩱ 39

の㸶やࢻージ、スࣛ࣌ 40 の㸷で行われている、ある༢ᖺᗘの情報ࢻージ、スࣛ࣌

について複ᩘの情報の分ᩓ、ᅇᖐ、೫ᕪを᳨ウするということで⏝いられており、AI

につきましては、もっと大㔞の過去のデータも使いながら、あるき関係、┦関関係

やᅉᯝ関係を識ูして、そこからእれているものにὀ目して┘ᰝを行っていくという

ような取組が行われております。 

 ちなみに、今、AI のά⏝について、あるき┦関関係、あるきᅉᯝ関係というお

話をしましたが、これは先ほどの大ᶫ先生のお話でゝえばロジックにヱ当し、恐らく

◁ᒣ課㛗のㄝ᫂でゝえばࣅ࢚デンスにヱ当してくる話ではないかと思います。 

 このような取組を行っていて、さて、本᪥のお話ですが、㏻常ですと、えば CAAT

ではどのようなことをやっているのだろうか、⥅⥆的┘ᰝはどのようなことをやって

いるのだろうか、データ・アࣜࢼテクスはどのようことをやっているのだろうかな

どといったお話をᮇᚅされる方もいらっしࡷるかと思うのですが、いろいろなところ

でそのようなお話をさせていただいておりますので、今᪥はいたしません。⚾からは、

このような将来ᚿ向の┘ᰝの技法を㐺⏝、᥎㐍していく上でඞ᭹しなければならない

課題などをお話ししたいと思っております。 

 スࣛࢻの２でᚚ⤂介しておりますが、⚾どもබ認会計ኈ༠会では◊✲報࿌をබ⾲

しておりますので、ヲ⣽は後ほどᚚぴいただければと思います。ここにᣲげておりま
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す㸴つの論点について少しお話をしたいと思います。 

 まずデータの標‽化でごࡊいます。今⤂介した CAAT であれ、データ・アࣜࢼテ

クスであれ、分析⏝のツールにデータを㐺⏝して何かを分析しようとすると必ず問題

になるのが、データが標‽化されていないために正しく分析ができないということで

す。スࣛࢻの３の྿き出しに᭩いてあるような状ἣが生じます。えば 2019 ᖺ㸴᭶

11 ᪥というのもいろいろな⾲現の方があるので、これがᶵᲔ上はばらばらにᤊえら

れてしまうといった課題がごࡊいます。これにつきましては、現在、ISO でデータの

ットの標‽化、≉に出ຊ様の標‽化についての取組がされております。こ࣐ー࢛ࣇ

ういったところも踏まえながら、今後データの標‽化については⚾どもබ認会計ኈ༠

会としても᳨ウを⥆けていきたいと考えている課題の１つでごࡊいます。 

 ḟに、データのಙ㢗ᛶでごࡊいます。先ほど、データ・アࣜࢼテクスあるいは AI

のά⏝で複ᩘの変ᩘの関係を分析するというお話をしましたが、その分析のᑐ㇟とな

っているデータがඖ々正しいものでなければ、結ᒁ分析してもその分析結ᯝはㄗった

ものになってしまいます。この分析のᑐ㇟になるデータのಙ㢗ᛶをどのように☜ಖす

るのか、これが１つの課題になってくると思います。そのような意味でᡃ々は、デー

タを分析する๓に、分析のᑐ㇟になっているデータについても何かしらのᡭ⥆を実施

しなければならないということも今要ㄳされるようになってきております。 

 そして１つのお話としましては、データのセ࢟ュࣜテ、これをὀ意῝く☜ಖしな

ければならないということです。㟁Ꮚデータをά⏝した┘ᰝを行うと、必ず┘ᰝのᑐ

㇟となる体からデータをおりして、受Ώしをして┘ᰝを行うわけですが、このと

きにセ࢟ュࣜテを☜ಖして情報が₃えいしないようにどのようなᑐ応をしていくか、

これが⚾どもにとって、また１つの課題となっているところでごࡊいます。このよう

なところを㓄៖すると、えば USB でデータの受Ώしをすると、USB を⣮ኻしてし

まったとか、PC をなくしてしまったとか、そのようなことも㉳きるので、それらを㜵

 。ために、えばデータの᱁⣡ᗜなどをᩚഛするということも考えられるわけですࡄ

 ただ、最近の動向としましては、┘ᰝのᑐ㇟になる体がおᣢちの情報システ࣒と

データの㐃ᦠを行う、あるいは、情報システ࣒の中に何かしら⚾ども┘ᰝேとしての

分析ᶵ能を組み㎸ませていただいて、極➃にゝえば、24 時間分析のᶵ能を動かして、

先ほど申し上げたような␗常್、≉定の᮲௳に合⮴しないものをᢳ出してくるという

ような⥅⥆的┘ᰝも᳨ウされております。技⾡的には༑分実行がྍ能な状ἣになって
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いるかと思いますので、今後このようなᑐ応で、セ࢟ュࣜテを☜ಖしながら┘ᰝも

㐍めていこうというところでごࡊいます。 

 また、先ほど AI をά⏝して今後┘ᰝを行っていくと申し上げましたが、要は、正常

な┦関関係やᅉᯝ関係をまずᢕᥱして、そこからእれるものを␗常್として取り扱っ

ていく場合には、正常な┦関関係や正常なᅉᯝ関係を AI に学⩦させる必要があるわけ

ですが、実はこの学⩦⏝のデータが㊊しているということがごࡊいます。えば

正な会計ฎ理のデータを㞟めようとしても、そのようなものは、世間一⯡にᗈく㌿が

っているわけではないですよࡡ。では、正な会計データというのは、どのような᮲

௳がそろうと正な会計が行われるのか、そういったデータを大㔞に᥈すのはなかな

か㞴しいというഃ面がありまして、これも AI をά⏝した┘ᰝを行う上で、㉺えなけれ

ばならないࣁーࢻルの１つだと考えられておりまして、ⱞᚰしているところです。 

 最後に、データのά⏝については、データをඖ々の目的とは␗なるḟά⏝をす

る、≉にಶே情報の取扱いその他については༑分な㓄៖が必要であり、このあたりに

ついても༑分㓄៖をして┘ᰝを㐍めることが⚾どもに、求められるようになっている

というところでごࡊいます。 

 以上が⚾がお話をさせていただきたいところでごࡊいました。 

  

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ 結ᇛさん、ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、⠛ཎさんよりᚚⓎ⾲いただきます。よろしくお㢪いいたします。 

 

㹙データのά⏝による᳨ᰝと今後の課題㹛 
࠙⠛ཎ⥲ᣓᑂ議ᐁࠚ 会計᳨ᰝ㝔で⥲ᣓᑂ議ᐁをして

おります⠛ཎです。ⓙ様には᪥㡭から会計᳨ᰝ㝔の

ᚚ理解・ᚚ༠ຊにឤㅰ申し上げます。本᪥はどうࡒよ

ろしくお㢪いいたします。 

 会計᳨ᰝ㝔におきましても、実関係やⓎ生ཎᅉな

どをᢕᥱするために、データ、≉に最近は㟁Ꮚデータ

をά⏝することが重要となってきております。本᪥は、

会計᳨ᰝを実施する立場から、データをどのようにධ

ᡭしているか、そして、ά⏝しているかなどについてお話ししたいと思います。 
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 会計᳨ᰝ㝔の᳨ᰝは、在ᗇして行う᭩面᳨ᰝと、⫋ဨをὴ㐵して行う実ᆅ᳨ᰝがあ

ります。スࣛࢻの２にありますように、在ᗇして行う決算の☜認や᭩面᳨ᰝのため

のデータとして、会計᳨ᰝ㝔法や計算ド᫂つ๎によりᥦ出が⩏ົ࡙けられた計算᭩や

ドᣐ᭩㢮などがあります。また、（２）にありますように、実ᆅ᳨ᰝ時に᳨ᰝに必要

なデータをධᡭする場合もごࡊいます。最近はこれらを㟁Ꮚデータでධᡭすることが

ቑえてきています。 

 スࣛࢻの３で少し決算☜認システ࣒についてㄝ᫂します。このシステ࣒は、ᅜの

決算の計ᩘの正☜ᛶをุ定する᳨ᰝににά⏝されています。大きい㉥でᅖってあ

りますように、ᐁᗇ会計システ࣒などから会計᳨ᰝ㝔の決算☜認システ࣒にデータが

来る組みとなっております。 

 ල体的には、スࣛࢻの㸲の中ほどのṓධᚩᐁやᨭ出ᐁなどからࢿット࣡ーク経

⏤でᨭ出やṓධなどの実⦼を計ᩘで⾲♧した計算᭩の㟁Ꮚデータが、⅊ⰍでⰍ࡙けさ

れている決算☜認システ࣒に᱁⣡され、これらを⏝いてຠ⋡的な᳨ᰝに取り組んでお

ります。 

 スࣛࢻの㸳では、ྛシステ࣒のᴫ要を♧しています。一␒ୗの㟁Ꮚドᣐ᭩㢮➼⟶

理システ࣒は、会計経理の実⦼のけとなるドᣐ᭩㢮のうち㟁Ꮚ的にᥦ出されたデ

ータを᱁⣡しているもので、ຠ⋡的なドᣐ᭩㢮の᳨⣴・⟶理に役立っています。 

 スࣛࢻの㸴ཬࡧ㸵では、計算᭩やドᣐ᭩㢮の㟁Ꮚ化について定めている会計᳨ᰝ

㝔法と計算ド᫂つ๎をグ㍕しておりますが、ㄝ᫂は┬␎します。 

 スࣛࢻの㸶からは、実㝿の᳨ᰝの現場で㟁Ꮚデータをどのようにά⏝している

かについて、グ㍕のなどをᚚ⤂介したいと思います。会計᳨ᰝ㝔のいわࡺる IT に

関する᳨ᰝですが、スࣛࢻの㸷の中ほどにごࡊいますように、ᖹᡂ 21 ᖺに IT に関

するᶓ᳨᩿ᰝを担当する情報㏻ಙ᳨ᰝ課を設⨨するなど、᳨ᰝ体ไをᩚえてきている

ところです。 

 また、スࣛࢻの 10 では、㟁Ꮚデータをά⏝した᳨ᰝの経⦋を⡆༢にᩚ理していま

す。スࣛࢻの一␒ୗになりますが、ຠ⋡的な᳨ᰝを行うために、近ᖺではいわࡺる

┘ᰝᨭツールもά⏝しております。この┘ᰝᨭツールを⏝したとして、ᖹ

ᡂ 21 ᖺᗘ決算᳨ᰝ報࿌の「㒔㐨ᗓ┴➼におけるᅜᗜ⿵ຓᴗに係るົ㈝➼の経理に

ついて」をㄝ᫂します。これはいわࡺる㡸け㔠などの㐺正な経理ฎ理についてのᣦ

ですが、スࣛࢻの 11 の中ほどのձ、ղ、ճにありますように、┘ᰝᨭツールは
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大㔞のデータで、かつデータが標‽化されている場合に᭷⏝です。また、ඖデータに

⦅㞟をຍえることなく、分析過⛬・結ᯝが⮬動的にグ㘓され、ูのデータについても

ྠじ分析がྍ能であるなどの㛗ᡤがあります。 

 スࣛࢻの 12 では、᳨ ᰝにおける┘ᰝᨭツールのά⏝のとして２つᣲげてお

ります。１つは、データをクロス㞟計して、᳨ᰝ⟠ᡤの㑅定にά⏝するものです。も

う１つは、重複するデータを᳨出するᶵ能を使⏝して、ල体的な᳨ᰝのターࢤットを

⤠っていくというものです。 

 まず、スࣛࢻの 13 でクロス㞟計のをㄝ᫂します。多ᩘのົᡤがあり、また、

ᑐ㇟となる取ᘬの௳ᩘがᩘ௳であるなどの場合に、ᩘある現場のどこに問題があり

そうかをあࡪり出す分析です。 

上の⾲は、⦪が取ᘬᴗ者、ᶓが取ᘬᖺᗘで、その取ᘬ㢠を㞟計したものです。྿き

出しに᭷りますように、このົᡤでは、Ａၟ会との取ᘬが、合計ḍのとおり 6,200

と、２の 1,500 の㸲ಸ以上であるとともに、ᖺᗘูで見ますと、2005 ᖺᗘ

の取ᘬが 1,900 と他のᖺᗘにẚて✺出しています。ここから 2005 ᖺᗘのＡၟ会

との取ᘬは㏻常と␗なるとẼがつきます。 

また、ୗの⾲は、Ａၟ会の取ᘬのうち、このົᡤのどこのᨭᡤに問題がありそう

かという分析になります。⦪がᨭᡤู、ᶓがᖺᗘูのＡၟ会との取ᘬの状ἣです。྿

き出しに᭷りますように、2005 ᖺᗘのＢとＣの୧ᨭᡤの取ᘬ㢠が✺出しておりまして、

この２つのᨭᡤを実ᆅでᚭᗏ的にㄪる必要があるとุ᩿されます。 

 ḟに、重複するデータを᳨出するᶵ能を使ったとして、ᮾி㟁ຊがᨭᡶったಶே

の㈺ൾ㔠のᨭᡶについての᳨ᰝをㄝ᫂します。これはᖹᡂ 24 ᖺ㸶᭶にཧ議㝔からの

᳨ᰝの要ㄳを受けた᳨ᰝの結ᯝの一㒊分となります。 

スࣛࢻの 15 ですが、重複するデータを᳨出するᶵ能をά⏝して、Ⓩ㘓した⣙ 200

௳のデータをᑐ㇟に、㈺ൾ㔠のㄳ求者ྡ・生ᖺ᭶᪥・㈺ൾ㡯目➼がྠ一のㄳ求者に

係るᨭᡶをᢳ出し、ここをターࢤットにその実ែを☜認したところ、ྑの⟽にグ㍕の

重複しているែがุ᫂したというものです。 

 さて、┘ᰝᨭツールのά⏝から少し話が変わりますが、政策立案の᰿ᣐとなるデ

ータの分析でも、᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯のためのデータの分析であっても、ࣅ࢚デンスと

なるデータをసᡂするシステ࣒がᶵ能しなくてはうまくいきません。ここでは、会計

᳨ᰝ㝔のシステ࣒に係るこれまでの᳨ᰝ結ᯝのうち、システ࣒に㞟・ಖ存されてい

− 35−



る多ᩘのデータの✺合ができない状ἣとなっていてシステ࣒の㐠⏝がうまくいってい

なかったというを⤂介します。 

 スࣛࢻの 16 の NDB システ࣒は、་⒪㈝の᫂⣽を᫂らかにしたデ⒪報㓘᫂⣽᭩、

いわࡺるࣞセプトと≉定デのデータにそれࡒれྵまれる⿕ಖ㝤者のಶே情報を༏ྡ

化して✺合するなどして、生ά⩦័予㜵ᑐ策が་⒪㈝㐺正化にཬࡰすᙳ㡪をホ౯す

るなどの分析を行うものです。 

 スࣛࢻの 17 をお㢪いします。このシステ࣒では、ᕥにありますࣞセプトデータと、

ྑの≉定デデータをಶேが分からないように༏ྡ化して✺合することとしていまし

た。しかし、実㝿は、༏ྡ化する๓のそれࡒれのデータにྵまれる⿕ಖ㝤者のಶே情

報について、ゅと༙ゅ、ᕥ詰めとྑ詰め、₎Ꮠとカࢼのように、ࣞセプトデータと

≉定デデータでධຊᙧᘧに違いがあったため、༏ྡ化ฎ理をしても、それࡒれ␗な

った್が生ᡂされてしまい、ྠ一の⿕ಖ㝤者とは認識されず、✺合できない状ἣであ

ったというものです。 

 もう１つを⤂介します。会計᳨ᰝにおいては、᰿ᣐとなるデータがጇ当かどう

か、現場においてデータと␗なる実ែとなっていないか☜認するということはこれま

でもຊをධれて行ってきているところですけれども、EBPM に基࡙くົᴗなどを

᳨ᰝすることになった場合には、これまで以上にここの㒊分が重要になってくるので

はないかと思います。 

 スࣛࢻの 19 は、㈝⏝ᑐຠᯝ分析の算定がㄗっていたというです。スࣛࢻの

「㈝⏝ᑐຠᯝ分析とは」にあるᴗ᥇ᢥの᰿ᣐとなるᢞ㈨ຠ⋡の算定において、ຠᯝ

にྵめてはいけないものをྵめてຠᯝを大きく算定したり、㈝⏝にධれるきものを

ධれずに㈝⏝を少なく算定したりしていて、ᢞ㈨ຠ⋡が本来よりもㄗった㧗い್とな

っているのにᴗ᥇ᢥが行われていたែについてᨵၿを求めたというものです。 

 最後は、今後の課題とᒎᮃです。スࣛࢻの 21 に᭩いておりますが、AI やࣅッࢢ

データなどについては、᳨ᰝᑐ㇟ᶵ関におけるᑟධ状ἣやά⏝の状ἣにᑐ応できるよ

う、᳨ᰝᡭ法について◊✲していく必要がありますし、また、᳨ᰝの現場では IT ᶵჾ

などをά⏝する場面がこれまで以上に多くなることが定されます。 

 その㝿には、スࣛࢻの 22 になりますけれども、データを受けධれ、取り扱う場面

が一ᒙቑຍしていくことになるので、これまでのⓙ様のお話に出ていますように、セ

AI、࣒の☜ಖが一ᒙ重要となります。また、㟁Ꮚデータやシステュࣜテ࢟ が᳨ᰝの
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ᑐ㇟として出てきてもៃてることなくしっかり᳨ᰝできるためのேᮦ⫱ᡂや◊ಟに╔

実に取り組んでいく必要があると考えております。 

 スࣛࢻの 23 はཧ考ですけれども、会計᳨ᰝ㝔の≉ᚩ的な◊ಟである IT ス࢟ルア

ップ◊ಟのᴫ要についてㄝ᫂しております。 

 ⡆༢ですが、ㄝ᫂は以上とさせていただきます。ありがとうごࡊいました。 

   

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ⓙ様、ありがとうごࡊいました。 

それでは、これでࣜࢿࣃストのⓎ⾲が⤊いたしましたので、ここで、ఇ᠁をᣳま

せていただきます。先ほどᚚㄝ᫂させていただきました㉁問⏝⣬につきましては、係

の者におΏし㢪います。ᘬき⥆き、後༙の㒊をよろしくお㢪いいたします。 

 

㸺ఇ᠁㸼 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ それでは、お時間となりましたの

で、ࢿࣃルデスカッションを㛤させていただきま

す。 

おかげさまで、会場のⓙ様からたくさんのᚚ㉁問を

いただきまして、ありがとうごࡊいます。᪩㏿、ࢿࣃ

ࣜストのⓙ様に⪺いていきたいと思います。 

 まず、今後求められるス࢟ルについてඹ㏻の㉁問が、

◁ᒣさん、ᒣୗさん、結ᇛさん、⠛ཎさんに来ており

ますので、ㄞみ上げさせていただきます。「᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯をᨭえる IT ⎔ቃや┘ᰝ

技法が変化していく中で、㉁の㧗い᳨ᰝ➼を行っていくために、今後それࡒれの組⧊

で必要とされるス࢟ルについてᚚᩍ♧ください」とのᚚ㉁問です。まず、◁ᒣさんか

らᚚᅇ⟅のほどよろしくお㢪いいたします。 

 

࠙◁ᒣ行政┦ㄯ⏬課㛗ࠚ ᚚ㉁問ありがとうごࡊいます。今後必要とされるス࢟ル

ということでごࡊいますが、本᪥のテー࣐であるデータのά⏝ということからいた

しますと、やはり「統計ࣜテࣛシー」が大で、これから必㡲のス࢟ルだと思ってお

ります。つまり、データをά⏝していくに当たって、そのデータが何を意味している
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のか、どのような情報がㄞみ取れるのかということをきちんとᢕᥱをする必要があり

ます。できましたら、データを⮬ら分析ができるというところまで行ければよいので

すが、最ప㝈、出てきたデータが何を意味しているのか、どのような解㔘ができるの

かということを理解できるࣜテࣛシーが必要だと思います。そしてそれ以上に、ෑ㢌

の大ᶫ先生の基ㄪㅮ₇にもごࡊいましたが、政策のロジックをきちんと考える、つま

り、「論理的思考ຊ」が大だと思います。データをやみくもに使う、あるいは㒔合

のよいデータだけをかき㞟めるというのが大なのではなくて、本当に政策をどのよ

うにᨵၿしたいのか、㉁を向上させるためにどのような情報が必要なのか、このよう

な論理的な思考ຊ、これが大だろうと思います。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。⥆きまして、ᒣୗさんお㢪いいたしま

す。 

 

࠙ᒣୗົᒁ㛗ࠚ ⚾は先ほどのプࣞࢮンテーションの中で３つのຊを申し上げ、⧞

り㏉しになりますが、その中であくまでもࣅジࢿスຊ、ᴗົをよく理解した上で課題

をᩚ理し解決するຊ、これが基本であると思います。その上で、情報⛉学⣔の▱識、

そして、その▱識をά⏝するຊをఙばしていくことが必要だと考えております。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。⥆きまして、結ᇛさんお㢪いいたしま

す。 

 

࠙結ᇛ常ົ理ࠚ ⚾が先ほど申し上げたお話と少し関㐃࡙けてお話ししますと、ま

ずは、情報ฎ理のシステ࣒の中に᱁⣡されている情報が、本当にそのままಙ㢗して使

えるのかどうか、さらに、何かูの情報なりドᣐなりと✺合しないと使えないのか、

そのドᣐຊをุ᩿する能ຊが恐らく求められてくると思います。 

 そして、␗常なものをᢳ出するというお話をしましたが、何が␗常なのか、どのよ

うな状ἣを♧すと␗常だということになるのか、その᮲௳の定⩏ができるように、複

ᩘの要ᅉのᅉᯝ関係、▩┪などに基࡙いて᮲௳設定を㐺ษに実施できる能ຊが必要だ

と思います。また、先ほど統計ࣜテࣛシー、統計や☜⋡論、このようなものにᑐする

▱識が必要だと◁ᒣさんからお話がごࡊいましたが、まさにそのとおりだと思ってお
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ります。最後に、先ほど AI のお話をしましたが、AI がᑟධされれば AI がて何もか

もุ᩿してくれるというわけではないと考えております。AI はあくまで複ᩘの要ᅉの

┦関関係、これとこれが何か関係してそうですよという┦関関係をᥦ♧してくれるに

すぎないわけであって、その┦関関係の意味、┦関関係がなࡐそうなるのかというᅉ

ᯝ関係をㄞみ解く能ຊと、先ほど◁ᒣさんがおっしࡷられたような論理的な思考ຊが

恐らく求められてくるのではないかと思っております。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。⥆きまして、⠛ཎさんお㢪いいたしま

す。 

 

࠙⠛ཎ⥲ᣓᑂ議ᐁࠚ いわࡺる IT ⎔ቃが変化していく中にあっても、会計᳨ᰝの目的

⮬体は変わらないと思っております。それは᳨ᰝによって問題をⓎ見し、そのཎᅉを

✲᫂し、ᨵၿをಁしていくという、会計経理の┘╩をすることです。ですから、これ

までᇵってきた会計᳨ᰝの能ຊ・ス࢟ルが๓ᥦとなるということをまず☜認しておき

たいと思います。 

 その上で、本᪥お話にも出てきました EBPM あるいは AI などの⎔ቃの変化にᑐ応

していくために、IT の技⾡的動向や、⚾どもでゝえば、᳨ᰝᑐ㇟ᶵ関のᴗົがどのよ

うに変化していくかということを的☜にᢕᥱして、会計᳨ᰝを行う上で必要となるデ

ータやシステ࣒などについての▱識や、先ほど、少しᚚㄝ᫂いたしました┘ᰝᨭツ

ールのά⏝など、いわࡺる情報ࣜテࣛシーを㌟にけるために、◊ಟ、እ㒊ேᮦの☜

ಖ、あるいはᶵჾ➼のᩚഛを⥅⥆的に行っていくことが大ษではないかと考えており

ます。 

 このような取組を㐍めることによって、これまでの能ຊ・ス࢟ルに᪂たな▱識や分

析ᡭ法がຍわり、᪂しい分㔝の᳨ᰝ、あるいはより῝いᗈい分析に基࡙く᳨ᰝ結ᯝ

が出てくることがᮇᚅされるところです。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ⓙ様、ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、㔝上さんに、これまでのᚚ経験に基࡙きましたᚚ㉁問が来ております。

「大学の学㛗や⊂立行政法ேのᶵ構㛗をされていたときとẚ㍑して、EBPM の観点に

変化はありましたでしょうか。あった場合は、ල体的な変化についてᩍえてください」
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とのᚚ㉁問でごࡊいます。 

 

࠙㔝上┘ࠚ ᚚ㉁問ありがとうごࡊいます。学㛗のときは、まさに EBPM を㈐௵を

ᣢってアクトする立場であって、その結ᯝも受けධれる㈐௵もᣢちます。 

 大学ホ౯・学ᤵᶵ構（現在は、大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵᶵ構）のᶵ構㛗のとき

は、ྛ大学法ேの EBPM の結ᯝとしての状ἣ、あるいはそのプロセスが㐺ษにᶵ能し

ていたかどうかをᢕᥱさせていただき、ᨵၿすき点を᫂☜にさせていただくという

立場にありました。ᅜ立大学は法ே化の๓後でࢿ࣐ジ࣓ントのスタンスが大きく変わ

ったわけですが、大学の現場はそれほどᐜ᫆くは変われません。法ே化後は、ᩍ⫱◊

✲ά動や社会ά動、あるいはデ⒪ά動に関する取組に関するࣅ࢚デンスを᫂☜にし、

そのࣅ࢚デンスにᑐする解㔘、ホ౯、ᨵၿά動を積み重ࡡることが必然となったわけ

ですが、なかなかそれまでの㢼ᅵ、あるいはᩥ化を変えることはᅔ㞴な状ἣにありま

した。この状ἣをᡴ◚することを目標として、大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵᶵ構の๓㌟で

ある大学ホ౯・学ᤵᶵ構はホ౯ᩥ化の⫱ᡂをᥖげてᆅ㐨なά動をᒎ㛤してきまし

た。 

 大学ேは、学生をホ౯することは当然の㈐ົとしてやっていたのですが、⮬らのά

動をホ౯ᑐ㇟とし、ά動のドᕥをホ౯・ྫྷ味し、ᨵၿしていくということの⩦័は㌟

についておりませんでした。ᅜ立大学法ேのそれࡒれが、ᅜ立大学法ேとしてのά動

の㉁を問い、ᅜẸの㈇クに応えることのできる経Ⴀ体になれるよう、それをᨭする

ことがᶵ構としての役割でした。 

 ┘になった今は、EBPM のプロセスが、なᙧでᶵ能しているかどうかをみて

います。┘ᰝを行う๓ᥦとして、IR（Institutional Research）ᶵ能がにಖたれて

いるか、あるいはᶵ能できる状ἣになっているかは≉にὀ視しているところです。 

 今、ᅜ立大学法ேには、ᩍ⫱◊✲のᡂᯝの見える化、コストの見える化がᙉく求め

られてきております。これらは、法ே化後すࡄに大学に求められていたことでもある

のです。コストの見える化は何もᅜ立大学法ேだけに求められていることではなく、

どのような設⨨ᙧែであっても必要とされていることであり、とりわけ、ᅜẸの⛯㔠

がᢞୗされているᴗ体にはᙉく求められていることです。┘としてはこの点に関

する大学の経Ⴀุ᩿のプロセスをὀ視しています。 
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࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、ᒣୗさんにも、Ẹ間ᴗでのᚚ経験を踏まえたᚚ㉁問が来ております。

「ᒣୗᒁ㛗は、これまでẸ間ᴗにおいても┘ᰝᴗົにᚑされるなど、㇏ᐩな┘ᰝ

のᚚ経験をおᣢちですが、Ẹ間㒊㛛とẚ㍑してබ的㒊㛛における┘ᰝの課題、≉にබ

的㒊㛛≉᭷の課題は何でしょうか」とのᚚ㉁問でごࡊいます。 

 

࠙ᒣୗົᒁ㛗ࠚ ⚾は⮬体の┘ᰝにᦠわる๓、多ᅜ⡠㔠⼥ᶵ関で㛗く┘ᰝᴗົに

ᦠわってまいりました。その経験から、Ẹ間とࣜࣈࣃックの┦違の๓ᥦとして、ᾏእ、

≉にア࣓ࣜカ、ࣜࢠスと᪥本の間では大きな違いがあると考えております。 

 ⚾がẸ間で┘ᰝにᦠわるようになった 20 ᖺ๓、Ẹ間でもᾏእと᪥本のෆ㒊┘ᰝには

大きな違いがごࡊいました。えば┘ᰝのᶵ能については、ᾏእであれば、ⱥㄒで恐

⦰ですが、Assurance、᪥本ㄒにするとಖドですࡡ。ところが、᪥本では Inspection、

᳨ᰝということですࡡ。当時、Ẹ間のそのような┘ᰝ㒊㛛は、ྡ๓が┘ᰝ㒊ではなく

て、㔠⼥ᶵ関だと᳨ᰝ㒊ということで、要するに、正やഛをⓎするようなᶵ能

であったと思います。 

 また、┘ᰝの基‽という意味では、ᾏእでは統一的な┘ᰝ基‽は᪤にあったのです

が、᪥本では当時、そのような基‽がありませんでした。また、┘ᰝにᦠわるே間で

すが、ᾏእの┘ᰝ㒊㛛には最ึからᑓ㛛ᐙを᥇⏝するという取組があったのですが、

᪥本では組⧊ෆ㒊でのேローテーションでேが㓄ᒓされるというような違いがあり

ました。 

 Ẹ間では、ࢢローࣂル化の㐍ᒎということもあり、እᅜேᢞ㈨ᐙからಙ㢗をしても

らわないといけないということもあってᾏእの┘ᰝの考え方を積極的にᑟධしていく

という動きがありまして、この 20 ᖺ間でかなりᾏእの┘ᰝに近࡙いてきたと思います。

┘ᰝにおけるデータのά⏝という面もその１つだと思います。 

 しかし、බ的㒊㛛では、ࢢローࣂル化というᾏእのプࣞッシࣕーもありません。た

だし、ᆅ方බඹᅋ体は、⮬法ᨵ正でෆ㒊統ไのホ౯ไᗘ、あるいは┘ᰝ基‽策定の

⩏ົ化が定められて変化はありますが、まだまだᾏእの┘ᰝを◊✲して、そのඃれた

点をᑟධしていくというような積極的な動きが見られないとឤじております。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 
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 ⥆きまして、EBPM と政策ホ౯の関係についてのᚚ㉁問が◁ᒣさんに来ております。

「EBPM が᥎㐍される๓から政策ホ౯ไᗘがᑟධされておりますが、୧者の関㐃ᛶに

ついてᚚᩍ♧ください。また、EBPM を᭦に᥎㐍していく上での㞀ቨや課題について

もేせてᚚᩍ♧ください」とのᚚ㉁問でごࡊいます。 

 

࠙◁ᒣ行政┦ㄯ⏬課㛗ࠚ EBPM と政策ホ౯ไᗘとの関係ということですが、これ

は、よく⪺かれる㉁問です。１つㄗ解があるかもしれないこととして、政策ホ౯ไᗘ

はホ౯だけの組みだと思われているかもしれませんが、実は、ホ౯はやりっᨺしで

はなくて、ホ౯した結ᯝを政策立案にᫎさせるというところまでがセットになって

おります。この政策の⏬立案のᫎという㒊分についてはまさに政策立案とオー

います。そのような意味では、大ᶫ先生の基ㄪㅮ₇にもあࡊーࣛップする㒊分がごࣂ

りましたとおり、EBPM と政策ホ౯が一体のものであるというのは、おっしࡷるとお

りだと思っております。 

 他方、EBPM というのは、EBPM ไᗘという⊂立したไᗘがあるわけではごࡊいま

せんので、政策ホ౯ไᗘの観点から見ると、政策ホ౯の取組の㉁の向上をᅗる１つの

㐠動論というものとしてᤊえて、政策ホ౯ไᗘの中にうまく取り㎸んでいくことが重

要だと思っております。と申しますのは、政策ホ౯ไᗘは法ᚊに基࡙く組みで非常

にᏳ定的な組みでありますので、それにຍえて何か᪂しい「EBPM ไᗘ」というᒇ

上ᒇを重ࡡるようなことをするよりは、今のᏳ定的なไᗘの中にうまく取り㎸んで、

ホ౯の㉁の向上あるいは取組の㧗ᗘ化をᅗっていくということにά⏝できればと思っ

ております。 

 㞀ቨや課題というお話もごࡊいましたが、これは政策ホ౯ไᗘにしても、行政ᴗ

ューにしても、EBPMࣅࣞ にしてもྠじなのですが、最後はやはり政策ࢿ࣐ジ࣓ント

にᚑする⫋ဨのⓙさん一ே一ேの࣐ンࢻを変えていくということ、そして、組⧊

ᩥ化を変えていくところまで行かないと、本当の意味での取組のᨵၿにはつながりま

せん。これは一ᮅ一ኤには実現できず、非常に時間がかかることだと思います。ただ、

種を᳜えないと決してⱆは出ないとも思っておりますので、ᆅ㐨なດຊを⥆けていく

しかないと思っております。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 
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 㔝上さんにも、EBPM に関㐃したᚚ㉁問が来ております。「プࣞࢮンテーションの

中で┘のᶒ㝈についてᚚㄝ᫂がありましたが、EBPM の観点からの┘ᰝを実現する

上でのไᗘ上ཪは実ົ上の課題にはどのようなものがありますでしょうか」とのᚚ㉁

問でごࡊいます。 

 

࠙㔝上┘ࠚ ᅜ立大学法ே➼の┘は２ྡとなっておりますが、常┘２ྡが㓄

⨨されているのはᮾி大学だけです。あとは、常┘が１ྡ、そして、非常┘

が１ྡというのが 47 大学で、ṧりの 38 大学はဨ非常のⓙ様方でやっておられま

す。そのような中で、┘がᅜ立大学法ேのᴗົを┘ᰝするという⨨けにあるわ

けです。ᅜ立大学法ே➼┘༠議会としては、┘┘ᰝの実ຠᛶをより㧗めるために

も、少なくとも┘の常化をᅗっていただきたいということをྛ大学法ேにお㢪い

をしているところであります。 

 ᅜ立大学法ேの┘の役割は、会社法➼における┘ᰝ役の役割もཧ考にしてつ定さ

れたもののようですが、大学のᴗົෆᐜの多様ᛶを思៖すると、まだまだ多くの課題

をᏎんでいます。EBPM にかかる課題について本᪥ྛ界のⓙ様から♧၀をᚓたところ

ですが、ᅜ立大学法ே➼┘༠議会としては今後も◊㛑のᶵ会を実させていきたい

と考えています。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、結ᇛさんに、┘ᰝドᣐの㟁Ꮚ化に関するᚚ㉁問が来ております。「以

๓にもቑして┘ᰝドᣐの中で㟁Ꮚデータがそのẚ重を㧗めておりますが、┘ᰝᡭ法

のᙳ㡪、┘ᰝドᣐに関する考え方などについてᚚ見解をお⪺かせください」とのこと

です。 

 

࠙結ᇛ常ົ理ࠚ 基本的には、┘ᰝドᣐが㟁Ꮚ化されればされるほど、┘ᰝはຠ⋡

的に、かつ᭷ຠに㐍められるというのが基本的な考え方ですが、先ほどデータの標‽

化が課題だという話をいたしましたが、もう１つ、┘ᰝドᣐの㟁Ꮚ化に関する課題が

ごࡊいます。それは、ᴗのእ㒊からධᡭする情報がなかなか㟁Ꮚ化されていないこ

とです。ᡃ々、බ認会計ኈ┘ᰝの中で、えばၟရをりました。その場合に出Ⲵさ

れたࣅ࢚デンスとして出Ⲵの㏦り状を見たいというときに、大体出Ⲵの㏦り状は、⣬
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፹体でしかṧっていないのです。そうなると、⣬፹体のものをᴗの中にある情報ฎ

理システ࣒の中の㟁Ꮚデータと✺合しなければならず、それはே間が一々目᳨で行わ

なければいけないのです。したがって、今後の課題としては、እ㒊ドᣐをいかに㟁Ꮚ

化できるか、それはᴗ⮬㌟がそういったእ㒊からධᡭする情報を㟁Ꮚ的な፹体なり

㟁Ꮚ的なᙧᘧでධᡭしていただかないと、ᡃ々の┘ᰝもຠ⋡化されないという話があ

りまして、ᴗがඖ々ධᡭする情報をいかに㟁Ꮚ化していただけるかが、今後ᡃ々が

行う┘ᰝを᭷ຠかつຠ⋡的に㐍めるための課題だと思っております。 

 そして、もう１つ申し上げると、そのような情報の㟁Ꮚ化が㐍むと、その㟁Ꮚ化さ

れた情報をㄡがసったか、正当なᶒ㝈があるேがసったのではなくて、ࡦょっとする

と何かの㒔合でᩘ್をṍ᭤化するために他のㄡかが当にその情報を㟁Ꮚ化されたᙧ

ᘧでసったのではないかという、なりすましのࣜスクやྰ認のࣜスクが㧗まってきま

す。一見すると、ㄡがసったか分かりません。⣬፹体ならば分かるような情報が、㟁

Ꮚ化されてしまうとᾘえてしまうྍ能ᛶがあります。そうなると、要するに、正しい

のかどうかが一見して見分けがつかなくなってしまうという┘ᰝࣜスクが㧗まるとい

うこともありますので、このようななりすましのࣜスクやྰ認ࣜスクをపめながら、

どのようにドᣐをධᡭして┘ᰝしていくかというのが今後課題になっていくと考えて

おります。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 ⠛ཎさんに、㟁Ꮚデータをά⏝していくための᥇⏝やேᮦ⫱ᡂについてのᚚ㉁問が

来ております。「近ᖺ、ドᣐ᭩㢮やྛ種ᩥ᭩の㟁Ꮚ化が㐍み、᳨ᰝなどを担当する⫋

ဨは大㔞の㟁Ꮚデータを᳨ᰝなどにά⏝するᶵ会がቑຍしてきており、以๓にもቑし

て IT や分析ス࢟ルなどの㧗ᗘなᑓ㛛ᛶが必要とされると思います。そこで、会計᳨ᰝ

㝔で᥇⏝やேᮦ⫱ᡂの面でᕤኵされている点についてᩍえてください」とのᚚ㉁問で

ごࡊいます。 

 

࠙⠛ཎ⥲ᣓᑂ議ᐁࠚ 会計᳨ᰝ㝔のேᮦ⫱ᡂについての取組には、先ほどㄝ᫂させて

いただいた IT や情報ࣜテࣛシーに関する◊ಟがまずᣲげられます。᪂᥇⏝⫋ဨをᑐ㇟

とした◊ಟから⟶理者をᑐ㇟とした◊ಟに⮳るまでのほࡰての◊ಟ、⫋ဨ◊ಟに IT

に関する⛉目を設けております。また、ㅮ₇㈨ᩱ 61 のࢻージ、スࣛ࣌ 23 でᚚ⤂介

− 44−



しております、⫋ဨ◊ಟのᯟእになりますが、情報技⾡（IT）᳨ᰝス࢟ルアップ◊ಟ

も行っています。この◊ಟはᖹᡂ 17 ᖺから実施しており、◊ಟのಟ者が⫋ဨ◊ಟの

ㅮᖌとなったり、あるいは◊ಟෆᐜの見┤しや᪂たな◊ಟの⏬立案にཧ⏬したりし

ています。これらの◊ಟの中には、先ほどᚚㄝ᫂させていただきました┘ᰝᨭツー

ルを実㝿に使⏝して行う◊ಟなどもྵまれております。 

 もう１点ᣲげられますのは、እ㒊のேᮦをά⏝したり、⫋ဨに他の組⧊を経験させ

たりすることによって、求められるᑓ㛛ᛶのᑐ応をᅗっているという点です。 

まずእ㒊のேᮦの᥇⏝に関しましては、ᑓ㛛的な▱見を᭷する方に௵ᮇ⫋ဨある

いは非常⫋ဨとして来ていただく、あるいはᗓ┬からの出向、ᐁẸே交ὶという

ไᗘをά⏝して、必要なேᮦの受ධれを行っているところです。これらの⫋ဨは、そ

のᑓ㛛的▱見を必要とする᳨ᰝ課で実㝿に᳨ᰝにᚑしたり、あるいは IT に関するຓ

ゝを行ったりしてά㌍していただいています。 

 また、会計᳨ᰝ㝔⫋ဨの⫱ᡂの観点から、出向やᐁẸே交ὶไᗘをά⏝して、ᗓ

┬や、IT 関係のᴗなどに⫋ဨをὴ㐵することなどにより⫋ဨのᑓ㛛ᛶを㧗める取組

も行っているところです。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、◁ᒣさんに、ᆅ方බඹᅋ体におけます EBPM についてのᚚ㉁問が来て

おります。「ᆅ方බඹᅋ体においても、データをά⏝する取組やᑐ応を㐍めることが

求められてきていると理解しておりますが、ᆅ方බඹᅋ体における EBPM の取組状ἣ

についてᚚᩍ♧ください」とのᚚ㉁問でごࡊいます。 

 

࠙◁ᒣ行政┦ㄯ⏬課㛗  ࠚ ⚾は必ずしもてをᢎ▱しているわけではありませんが、

現時点では、EBPM に取組む⮬体はそれほど多くなく、ごく一㒊だと認識しており

ます。他方、᪤に取り組んでおられる⮬体は大変意ḧ的、積極的だという༳㇟をᣢ

っております。データをうまく政策立案のプロセスの中に組み㎸んで、体をシステ

ックにไᗘとして構⠏しようとしておられるところもありますし、とにかくデテ࣐

ータを使って様々な世の中の実ែをᭀき出していくのだというデータࣈࣜࢻンᆺの⮬

体もあります。 

 いずれにせよ、ᅜにしてもᆅ方にしても、政策あるいは行政㐠Ⴀの㉁を向上させる
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という意味では EBPM は非常に重要な取組だと思っておりまして、それࡒれの⮬体

においてᆅᇦのニーࢬや実情に合った取組をしていくことが重要だと思います。⧞り

㏉しになりますが、今後大になってくるのは、実です。とにかくヨ行㘒ㄗでよい

からやってみて、それをⓎಙ、ඹ᭷して、Ⰻいところがあれば取りධれるということ

で、ᆅ方とᅜで┦にⓎᒎしていけばよいのではないかと思っております。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいます。 

 ⥆きまして、ᒣୗさんのᚚ㉁問で、「⮬体の┘ᰝᴗົにおいて、┘ᰝツールを

ᑟධするに㝿しての課題にはどのようなものがあるか」というᚚ㉁問でごࡊいます。 

 

࠙ᒣୗົᒁ㛗ࠚ 近ᖺの┘ᰝツールはほとんどがクࣛࢻ࢘を⏝いたものになってお

ります。そして、᭷ຠなツールは、ᾏእにデータセンターが設⨨されているというこ

とで、データのセ࢟ュࣜテ上の課題がごࡊいます。⮬体でᑟධを᳨ウする㝿にල

体的にࢿックとなるのは２点であると思います。まず１点目は、⮬体⫋ဨが᳨ᰝ➼

でデータセンターに立ちධって、セ࢟ュࣜテの状ἣを☜認するということができな

いྍ能ᛶがあるということです。２点目は、他ᅜの法ไで、データのಖㆤやアクセス

ไ㝈が☜ಖできないおそれがあるということです。その他、セ࢟ュࣜテ以እでも、

┘ᰝツールのຠᯝを上げるためにᚑ来の┘ᰝᡭ㡰やᡭ⥆の変᭦➼が必要となる、また

┘ᰝス࢟ルの⩦ᚓや予算の☜ಖなどの課題もごࡊいます。 

 

࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 ⥆きまして、㔝上さんに「බ的ไᗘによるホ౯と、その他のᅜ㝿ࣛン࢟ンࢢなどに

よるホ౯からもたらされるࣞࣆュテーションにはどのような違いがあるのかᚚᩍ♧く

ださい。また、違いがある場合、ᅜ立大学法ேとしては、経Ⴀ㈨※に㝈りがある中で

どちらを重視して㓄分していくきであると考えますか」とのᚚ㉁問でごࡊいます。  

 

࠙㔝上┘ࠚ これはㄝ᫂を割ឡしたところです。ㅮ₇㈨ᩱ 31 の㸵ࢻージ、スࣛ࣌

に᭩いておりますが、බ的ไᗘによるホ౯は、これまで２つの基本的なスタンスを意

識してやってきました。１つは、ᅜ立大学法ேは、Ṕྐ、つᶍ、ミッションにおいて

大きく␗なることから、それࡒれの法ேの≉ᚩを生かした、それࡒれの法ேごとの中
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ᮇ目標・計⏬をᥖげて、その㐩ᡂᗘをホ౯しようとしてきたのです。もう１つは、大

学は、ᩍ⫱、◊✲、デ⒪、社会㈉⊩という大学ᅛ᭷のミッションをᣢち、それは大学

ேでないとなかなかホ౯がし࡙らいというのもあって、大学関係者、そのࣇールࢻ

に近い方を中ᚰとしたࣆアࣞࣅューを࣋ースにやってきました。 

 ㅮ₇㈨ᩱ 29 の３を見ていただきますと、このようなホ౯方法ではࢻージ、スࣛ࣌

大学間の㐩ᡂᗘにᕪをつけることができず、ᅜの㝈られた予算をᢞධする上で重点的

なᨭを実現するᣦ標にならないのではないかというኌがᙉくなって、大学のミッシ

ョンを大きく３つに分㢮して、大学が⮬的にそのうちの１つを㑅ᢥして、それࡒれ

のカテࣜࢦーごとに大学をྠ一のホ౯ᣦ標でホ౯し、㈨※㓄分をするという組みが

ᑟධされております。 

 本ᖺᗘは、この組みでᥦ౪されるᅜからの予算の割合は体予算の 10㸣⛬ᗘとな

っております。それを᭦にᣑ大して、大学のそれࡒれのᶵ能をᙉ化しようという動き

があるのですが、ᯝたしてそのような方策が㐺ษなのかどうか。大学の現場ではⱝい

先生方を௵⏝できなかったり、◊✲者の㐨を㑅ࡰうと思っても、先㍮たちが生άで

きない、あるいはᑵ⫋できない、◊✲者になれない状ἣを見ていると、大学㝔の༤ኈ

課⛬に行く学生たちがどんどんῶってきたりしており、大変ཝしい状ἣになっており

ます。 

 そのようなことを考えると、大学には一定つᶍのᏳ定的な㈈※が☜ಖされていなけ

ればならないと考えます。ᅜ立大学法ே予算は１つᶍになっていますが、それを

ษり㎸んで、ẖᖺᗘ➇த的に分けをするという考え方では、Ᏻ定的なⱝᡭの⫱ᡂや

ᅜᐙとしての㧗➼ᩍ⫱ᶵ関の⫱ᡂには㐺ษな状ἣではないかというのが⚾の考えで

す。現在の１つᶍを࣋ースにして᪂たに必要な㈈※を、ᅜẸをㄝᚓして、ᅜ立大

学がྛᆅᇦで基ᖿ的なコアになってアクションすることによって、᪥本のᅜຊがこう

なって、ᆅᇦにとってこういう࣓ࣜットが生まれるということを今以上に積極的にㄝ

᫂していくດຊを積み重ࡡることの必要ᛶを③ឤしております。 

大学のᅜ㝿ࣛン࢟ンࢢというものがありますが、ᅜ㝿ࣛン࢟ンࢢのスコアは、ᾏእ

からやって来る␃学生たちはそれをᣦ標としておりますので、ることはできません。

大学の㑅ᢥにはいわࡺる社会的ホุ、ࣞࣆュテーションが大きなᙳ㡪をえています。

ュテーションといっても様々なものがありますが、大学の経Ⴀ㝕はそれらを経Ⴀࣆࣞ

ุ᩿にどのように生かしておられるかもẼにしているところです。 
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࠙ᕝ㑓㐃ᦠᐊ㛗ࠚ ありがとうごࡊいました。 

 議論はᑾきませんが、そろそろお時間が来てしまいました。いただいたᚚ㉁問に

てお⟅えできず申しヂごࡊいません。お⟅えできなかった分につきましては、後᪥、

ྍ能な⠊ᅖで、会計᳨ᰝ㝔のࢧࣈ࢙࢘トにてᅇ⟅をᥖ㍕させていただきますので、

何とࡒᚚᐜ㉧ください。 

 最後に、⡆༢に⚾からコ࣓ントをさせていただいて、ࢿࣃルデスカッションを⤊

わりにしたいと思います。 

 近ᖺ、ࣅッࢢデータのά⏝をጞめとして、社会におけるデータのά⏝の関ᚰ

は㧗まっていて、政ᗓ体でもデータを政策の⏬立案にάかそうとする EBPM の取

組が㛤ጞされる中、今ᅇの会議では、බ会計の᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯にᦠわるྛᶵ関が、

データをどのように᳨ᰝ➼の現場でά⏝しているか、また今後どのようにά⏝す

 。きかなどの点について議論していただきました

 まず基ㄪㅮ₇においては、大ᶫ先生から、EBPM という近ᖺ関ᚰが㧗まっているᴫ

ᛕについて、現状や EBPM におけるデータのά⏝の意⩏、さらに、EBPM の今後の

課題について㈗重なお話をいただくことができ、その後のࢿࣃルデスカッションに

も大きく㈉⊩いただきました。 

ストのⓙ様が様々なᚚ経Ṕをおᣢちであるこࣜࢿࣃ、スカッションではルデࢿࣃ 

とから、多くの論点がᣲげられたかと思いますが、その中でも幾つかのඹ㏻点が見え

てきたかと思います。ここでは、⚾がẼがついた点について、３点ほどᣲげさせてい

ただきます。 

 まず１点目としまして、基ㄪㅮ₇で大ᶫ先生からもお話がありましたが、データの

ά⏝について重要なのは、データありきではなく、何の目的でデータをά⏝するの

か᫂☜にしなければならないという点でごࡊいます。⥲ົ┬の◁ᒣさんからも、デー

タをかき㞟めて定㔞的な分析を行ったりすることそのものが重要なのではなく、政策

のロジックを踏まえ、政策実現のために真に何を▱りたいのかを᫂らかにした上で、

合目的的に分析を行うことが重要であるとのお話があり、まさに、大㜰ᕷのᒣୗさん

からも、今後求められるス࢟ルとして、課題⫼ᬒを理解した上で解決するຊであると

のᚚⓎゝがありました。また、ᗈᓥ大学の㔝上さんも、EBPM ᡂ立の๓ᥦとなる大学

の IR ᶵ能のᛶについて㏙られましたが、大学として何を課題として設定して࣐

ジ࣓ントにあたらないといけないのかというᚚ♧၀であったかと思います。会計᳨ࢿ
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ᰝにおきましても、データのά⏝は、分析⮬体を目的とするのではなく、課題⫼ᬒ

をᢕᥱし、᭷┈な᳨ᰝ結ᯝをᚓるためのຠᯝ的なᡭẁとしていく必要があると⚾も実

ឤしたところでごࡊいます。 

 ２点目としまして、᪥本බ認会計ኈ༠会の結ᇛさんからは、データのά⏝に当た

って定される重要な論点を幾つか取り上げていただきました。その中でも、えば

データの標‽化については、会計᳨ᰝ㝔の⠛ཎさんからデータの標‽化をᣦした

についてⓎ⾲があり、まさに大きな論点の１つであると認識したところでごࡊいま

す。 

 ３点目としまして、⥲ົ┬による行政ホ౯ᒁㄪᰝ、会計᳨ᰝ㝔による᳨ᰝともに、

政ᗓによる施策やົ・ᴗの᰿ᣐとなったデータ➼のࣅ࢚デンスがጇ当かどうかと

いうアプローࢳを行っておりまして、今後政ᗓにおいて EBPM の取組が㐍む中で、୧

者がᯝたしていく役割がますます大きくなっていくものと実ឤしました。大㜰ᕷ、そ

して、多くのᆅ方⮬体の┘ᰝのᚚ担当者様にとっても、このような役割をᯝたして

いかれることがᮇᚅされているかと思います。 

 以上、非常にᣋいまとめでごࡊいましたが、⇕ᚰにᚚ議論いただきましたࣜࢿࣃス

トのⓙ様、ᅜからお㞟まりいただきました会場のⓙ様にឤㅰを申し上げまして、ࣃ

いましࡊスカッションを⤊させていただきたいと思います。ありがとうごルデࢿ

た。 

 それでは、⥲合㐍行に࣐クをΏしたいと思います。ྛࣜࢿࣃストは、ここで㏥場

させていただきます。ありがとうごࡊいました。 

  

࠙⥲合㐍行ࠚ ⓙ様、本᪥はᚚ来場、ㄔにありがとうごࡊいました。 

 本会議には、ᖺを上ᅇる多くのཧຍ申㎸みをいただきましたが、ホールのᗙᖍᩘ

に㝈りがありますことから、一㒊の方々にはᘓ物ෆのูᐊにおきましてスクࣜーンで

ᚚ視⫈いただきました。何かとᚚ౽をおかけした点があったことと存じますが、ᚚ

ᐜ㉧のほどをお㢪い申し上げます。本会議にᚚཧຍいただきましたⓙ様、ᚰよりᚚ♩

を申し上げます。 

 これをもちまして➨ 31 ᅇබ会計┘ᰝᶵ関意見交換会議を㛢会いたします。ありがと

うごࡊいました。（ᢿᡭ） 
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  質疑応答（紙上回答）  

 

 当᪥、会場の方々から多ᩘのᚚ㉁問をいただきましたが、時間の㒔合でての㉁問を議論す 

ることはできませんでした。 

 そこで、このような㉁問のうち、今ᅇのテー࣐に合うもの、より῝く᥀りୗげるようなもの 

について、ྛࣜࢿࣃストにᅇ⟅していただきましたので、ᚚ⤂介します。 

 なお、当᪥のᚚⓎゝとྠ様、このᅇ⟅はྛࣜࢿࣃストಶேの見解・意見であり、ᡤᒓするྛ 

ᅋ体➼の見解・意見を㏙たものではありません。 

 

問１ >定ᛶ的データのά⏝@ 問１ >定ᛶ的データのά⏝@ 

 ㅮ₇㈨ᩱ �� 㸳の分析ᡭ法のᚚㄝ᫂の中で、「定ᛶ的データもά⏝すࢻージ、スࣛ࣌

る」とのことでしたが、そのල体をᚚᩍ♧ください。えば、ఫẸの‶㊊ᗘや㈇担の

㍍ῶについてᑻᗘを♧してもらうということでしょうか。 

また、ேの観に係るデータは、ᐈ観ᛶにḞくことが多いと思われますが、そのよう

なデータをどのように分析されているのかᚚᩍ♧ください。 

 

（◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問）  （◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問）  

㸺ᅇ⟅㸼 

,R7 ス出ᨭᴗにおける定ᛶ的分析のとしては、政策現場の実ែᢕᥱ（ձࣅーࢧ

,R7 をά⏝したῶ⅏᥎㐍ᴗの中で、データ解析に基࡙いてᥦ♧された最㐺㑊㞴方法が実

㝿に㑊㞴計⏬にᫎされたかྰか、ղ,R7 をά⏝してᢳ出された最㐺な࢘ࢻࣈ᱂ᇵ情報が

実㝿に㎰ᐙにά⏝されたかྰか）がヱ当します。ヲしくは、プࣞࢮンテーションの中で

⤂介した「政策ຠᯝのᢕᥱ ・分析ᡭ法の実ド的ඹྠ◊✲」の報࿌᭩⥲論本体 3���㹼��

をᚚཧ↷ください。 
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問２ >ேのឤ情・意思がാくᴗົや施策にᑐする (%30 のᕤኵ@ 問２ >ேのឤ情・意思がാくᴗົや施策にᑐする (%30 のᕤኵ@ 

 ேのឤ情・意思がാくᴗົや施策も多いと思われます。えば、ఫẸ➼のアンケー

トや &6、ステークホルダーのアンケート・ࣄアࣜンࢢは、「ᐈ観的でない」、「㝈定

ᩘである」➼から、(%30 になじまないというኌも⪺かれます。そのようなケースにおけ

るᕤኵや␃意点などについてᚚᩍ♧ください。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

（ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） （ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅（㔝上┘）㸼 

 ᅜ立大学法ேの課題の一つに、ᆅ方⮬体との関係があります。≉に㤳㛗と学㛗の関

係は大学のᶵ能をⓎする上で大きなᙳ㡪ຊをᣢちます。そのような状ἣの中で、ࣅ࢚

デンスは重要な役割をᯝたすことになります。一つのとして、┘は、⥲ົ┬統計

によるேཱྀ動ែㄪᰝを分析し、ᮾᗈᓥᕷにおけるᗈᓥ大学のᙳ㡪をᅗ⾲として学㛗に♧

したことがあります。これは、ᗈᓥ大学がᡤ在することによって、多くのⱝ者がᮾᗈᓥ

にὶධしていること、とりわけ、␃学生のቑຍが大きなᙳ㡪をもたらしていること、を

ᩘ್として♧すものです。統計データは、その㝈界を認識した上でά⏝すきものです

が、何よりも、⥲ົ┬➼のබ的データのಙ㢗ᛶが๓ᥦとなります。 

 

㸺ᅇ⟅（ᒣୗົᒁ㛗）㸼 

 当ᕷでも様々なㄪᰝやアンケートを実施し、ྛ種ົᴗの方㔪策定やホ౯のཧ考に 

しています。ただし、それらによってᚓられたデータを┤᥋の᰿ᣐとして政策ุ᩿する

には、統計学的理論に基࡙くㄪᰝの実施とデータの᳨ドが求められると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

− 51−



問３ >බ的㒊㛛における意思決定プロセスのホ౯@ 問３ >බ的㒊㛛における意思決定プロセスのホ౯@ 

 Ẹ間ᴗでは、ࢼࣂ࢞ンス、意見決定のプロセスの重要ᛶが㧗くなっていることとẚ

㍑すると、大学、ᆅ方⮬体などのබ的㒊㛛では౫然として、᳨ᰝ・┘ᰝ体であり「な

ンス、意思決定のプロセスの㐺ษࢼࣂ࢞このᴗにこの予算を㓄分するのか」などのࡐ

ᛶが᫂☜でないഴ向が見受けられると思いますが、現状どのようにお考えでしょうか。

また、意思決定プロセスのホ౯と、そのⅭの (%30 のά⏝状ἣはいかがでしょうか。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

（ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） （ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅（㔝上┘）㸼 

ᅜ立大学が法ே化するまでは、学生当たり積算ᰯ㈝、ᩍᐁ当たり積算ᰯ㈝をᖺᗘᮎまでに⥡

㯇に使いษることが大学経Ⴀの基本でした。このことから、ᴗ計⏬があって、予算がᥐ⨨さ

れるという認識はありませんでした。法ே化された現在、ᅜ立大学法ேにおいては、中ᮇ目標・

計⏬で⣙᮰したᴗの㐩ᡂに必要な予算という考え方がᡂ立します。その㈈※は、ᅜからの㐠

Ⴀ㈝交㔠、ᤵᴗᩱ➼の学生⣡㔠、大学の◊✲➼に基࡙いたᴗによるධ、ᐤ㔠➼で構

ᡂされます。大学のᴗの基本はᩍ⫱と◊✲です。ᩍ⫱は学㒊、あるいは◊✲⛉が一つのᴗ

体として目標をᥖげ、ᤵᴗᩱを設定し、必要な予算をᚓて、ຠᯝ的なᇳ行を目ᣦす必要があり

ます。┘には、そのά動にᑐする┘ᰝά動が存在すると思います。大学における◊✲は基本

的に、◊✲者ಶேにጤࡡられたᴗという構ᅗがあります。そこにおける┘┘ᰝは、◊✲者

にጤࡡられた㈐ົは༑にᯝたされているか、◊✲のά動にᑐする大学のࢼࣂ࢞ンスは㐺ษで

あるか、といったഃ面に向けられます。このように、大学における┘ᰝはẸ間ᴗやᆅ方⮬

体とはおのずと␗なった≉ᚩもᣢつものだと考えています。大学には、どのようなᩍ⫱分㔝に

重点を⨨くか、どのような◊✲分㔝にᢞ㈨すきか、という大学経Ⴀ㝕の経Ⴀุ᩿、意思決定

が必要です。ᅜ立大学法ேにおいては、㸴ᖺ間の中ᮇ目標・計⏬を設計するẁ㝵でその種の経

Ⴀุ᩿や意思決定がなされる構㐀になっていました。しかしながら、現在はẖᖺᗘのά動実⦼

ホ౯によってᅜからのᨭ㔠㢠が変動する状ἣとなっています。ここにおいて大学における

(%30 は┘の最重要関ᚰ㡯となります。┘としてのά動がどのようなものであるきかに

ついては、ᅜ立大学法ேにおける┘┘ᰝのල体的課題であり、ᅜ立大学法ே➼┘༠議会と

して⥅⥆的・計⏬的な◊ಟのᶵ会をᣢって、┦の◊㛑を῝めているところです。 
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㸺ᅇ⟅（ᒣୗົᒁ㛗）㸼 

 Ẹ間におけるෆ㒊┘ᰝとẚ㍑すると、ᆅ方බඹᅋ体における┘ᰝጤဨ┘ᰝは、合つᛶを中ᚰ

にഛをⓎ見、ᣦするという᳨ᰝのᛶ㉁がᙉいഴ向にあるとឤじます。ᴗの予算㓄分に

関して、その意思決定プロセスやᐈ観的なデータに基࡙く合理的な᰿ᣐに基࡙いているかなど

について、බ┘ᰝにおいてもᑐ㇟とすることがᮃましいと思います。ただし、Ẹ間でもྠ様で

すが、そのような意思決定の㐺ྰについては経Ⴀ者、⮬体であれば㤳㛗や議会の㔞ᶒとの

関係で、┘ᰝのホ౯ᑐ㇟とするには一定の㝈界があると考えます。 

 

問㸲 >ア࢘トカ࣒のᢕᥱとᡂᯝの出し方@ 問㸲 >ア࢘トカ࣒のᢕᥱとᡂᯝの出し方@ 

 行政の場合、ア࢘トカ࣒を㐩ᡂするための施策は複ᩘあることが多く、(%30 のᴫᛕを

ᑟධしても、一つずつの施策のຠᯝ 定は㞴しいのではないでしょうか。えばンࣂ

れのࡒとᤊえる場合、ᅜ・┴・ᕷ⏫ᮧがそれ࣒トカ࢘でእᅜே᪑行者のቑຍをアࢻン࢘

立場でいろいろな施策をᒎ㛤しており、ಶ々の施策のホ౯はᅔ㞴に思えます。その場合、

それࡒれの立場でホ౯すると（複ᩘの施策のᡂᯝであるにもかかわらず）⮬らのᡂᯝと

して過大ホ౯されるࣜスクがあると思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

 

（◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） （◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

ᅜの政策は、一つの目的を実現するために多様な政策ᡭẁがㅮじられ、እ㒊要ᅉであ

る社会経済情ໃのᙳ㡪なども↓ᩘにస⏝することが㏻です。そのため、政策ᡭẁと政

策ຠᯝの間のᅉᯝ関係をཝᐦに 定することは極めてᅔ㞴であり、行政実ົとしての

(%30 ではもとより定もしていません。 

しかしだからとゝって、(%30 の取組が↓意味ということにはなりません。政策のロジ

ックを一ᗘ立ちṆまって考えるとともにできる㝈りࣅ࢚デンスを㞟し、より的☜なุ

᩿ᮦᩱに基࡙く政策立案を行うことで、政策の㉁を㧗め、かつ、そのㄝᚓຊ・⣡ᚓឤを

向上させようというႠみ⮬体は大変重要です。(%30 の行政実ົ的な║は、政策に関す

るᅉᯝ関係の学問的追✲を目ᣦすということではなく、行政ᶵ関における政策立案能ຊ

の向上にあるものとゝえます。 
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問㸳 >(%30 をά⏝した┘ᰝ@ 問㸳 >(%30 をά⏝した┘ᰝ@ 

 (%30 をά⏝した┘ᰝを基に学㛗➼意見をᥦ出されたがあればᚚᩍ♧ください。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） （㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᗈᓥ大学の┘は、基本的に㐌に一ᗘ、学㛗とのࣛンࢳミーテンࢢのᶵ会をᣢつこ

ととしています。この時間は㧗➼ᩍ⫱にかかるᅜෆእの課題、ෆ㛶ᗓやᩥ㒊⛉学┬➼の

Ⓨする情報、あるいは࣐スコミ➼の᪥本の㧗➼ᩍ⫱に関する報㐨➼に関して意見交換し、

ᗈᓥ大学のあるきጼを考える場となっています。(%30 のケースになるかどうか分かり

ませんが、ල体的に学㛗に意見としてᥦ出したものとしては、ᗈᓥ大学が᧦している多

くの◊✲センターの┘による現ᆅㄪᰝ（㸲か᭶）の結ᯝから、センターᶵ能の౯್の

☜認、Ᏻ☜ಖや◊✲⎔ቃのᩚഛ、ே的㓄⨨の課題、➼を取りまとめ、㏿やかなᑐ応を

求めるものと、大学としてᡓ␎的にᑐ応すき、➼を意見としてᥦ出しました。この

意見にᑐして、学㛗は㏿やかなᑐ応をされました。 

 

問㸴 >ᖺ㔠ᴗົ㐠Ⴀཬࡧロジックモデルのసᡂ@ 問㸴 >ᖺ㔠ᴗົ㐠Ⴀཬࡧロジックモデルのసᡂ@ 

 「ᖺ㔠ᴗົ㐠Ⴀ」の分析において、�� ᖺ㔠ົᡤの精ᰝ（けㄪᰝ）は、どの

ような方法で行われたのでしょうか。また、ᅜಖのཱྀᗙ᭰の᭷ຠᛶは、本ᕷの┘ᰝで

もᣦし、一ᒙの᥎㐍を要ᮃしていますが、ཱྀᗙ᭰のቑຍᩘがఙࡧᝎんでいます。᥎

㐍のがあれば、ᚚᩍ♧ください。 

 行政ホ౯における「ᖺ㔠ᴗົ㐠Ⴀ」の௬ㄝ（3���）や「࣡ーク・ࣛࣛࣂ・ࣇンス」

のロジック・モデル（3���）は、どのようにして立案されるのでしょうか。 

 

（◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） （◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 けㄪᰝとしては、�� ᖺ㔠ົᡤからಶูにධᡭしたデータを基に、ཱྀᗙ᭰⏝

者だけをᢳ出した⣡⋡と体の⣡⋡のẚ㍑、⣡意識がపいと᥎定される者のཱྀᗙ

᭰㛤ጞ後の⣡⋡のᢕᥱを行っています。また、ཱྀᗙ᭰の᥎㐍としては、ᅜẸ

ᗣಖ㝤᮲施行つ๎➼の᫂グによるཱྀᗙ᭰のཎ๎化、ཱྀᗙ᭰申㎸みのオンࣛ
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ン化などのがあります。ヲしくは、プࣞࢮンテーションの中で⤂介したᖹᡂ �� ᖺ ��

᭶の「ᖺ㔠ᴗົの㐠Ⴀに関する行政ホ౯・┘視」の報࿌᭩本ᩥ 3���㹼��、3���、3���㹼

�� をᚚཧ↷ください。 

 なお、ロジックモデルのసᡂについて定ᆺ的な方法があるわけではありませんが、一

として、⥲ົ┬のように政策ᡤ⟶┬ᗇとは␗なる立場からアプローࢳする㝿のᡭ㡰と

しては、まず法令や㛶議決定・ྛ種計⏬などのオーࢬࣛࢯされているᩥ᭩から政策の

目的・ᡭẁとのその論理的関係などをᢳ出しモデル案を構⠏した上で政策ᡤ⟶┬ᗇと議

論し、ࣛࣈッシュアップしていきます。最⤊的に᭷ᶒ解㔘ᶒのある担当┬ᗇと合意でき

ればそれがᡂ案となります。 

 

問㸵 >ᩍ⫱、◊✲とᩘ್化@ 問㸵 >ᩍ⫱、◊✲とᩘ್化@ 

 ᗈᓥ大学が取り組まれている目標⟶理の中でのᩘ್化ですが、どのような要⣲をᩘ್

化するのでしょうか。◊✲のᡂᯝなどは構ᡂ要⣲の࢚࢘トの⨨き方によってはホ౯に

ᕪは出ないのでしょうか。えば大学のࣛン࢟ンࢢを上げるための観点から目標設定が

されれば、ᩘ್を上げるため、ᩍ⫱や◊✲にࡺがみが出るࣜスクはないのでしょうか。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） （㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᚚ㉁問にあるᠱᛕ㡯は、ᗈᓥ大学での᳨ウ㡯の↔点となっています。┘は、

定されるᠱᛕ㡯について構ᡂဨが༑分に議論し、意見交換をするᶵ会がಖドされてい

るか、意思決定のプロセスは㏱᫂ᛶをಖち、大学の定めた意思決定プロセスにのっとっ

ているか、をὀ視しています。┘としては、どのような決定であってもᨵᗫのプロセ

スが担ಖされていることを重視しています。 
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問㸶 >データのᙧᘧの統一・標‽化（1'% システ࣒）@ 問㸶 >データのᙧᘧの統一・標‽化（1'% システ࣒）@ 

 多くのデータがあるにもかかわらず、✺合になってしまい、正☜なデータにならな

いのはもったいないと考えますが、ᨵၿ方法はあるのでしょうか。 

 

（⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） （⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 会計᳨ᰝ㝔のᣦ後のཌ生ປാ┬のᑐ応状ἣを᳨ᰝしたところ、ཌ生ປാ┬は、ᣦ

の㊃᪨にἢい、ᖹᡂ �� ᖺᗘに、≉定デ➼データとࣞセプトデータの✺合のཎᅉ➼を

踏まえて、今後 1'% システ࣒に㞟されಖ存される୧データཬࡧ᪤に 1'% システ࣒に

㞟されಖ存されている୧データについて、⿕ಖ㝤者のಶே情報のධຊᙧᘧ➼が␗なるな

どしている場合であっても✺合できるようにするためのᨵಟを行うなどのฎ⨨をㅮじ、

ᨵၿをᅗっていることを☜認しています。 

 

問㸷 >会計システ࣒のデータ࢛ࣇー࣐ットの世界標‽化によるデータά⏝のྍ能ᛶ@ 問㸷 >会計システ࣒のデータ࢛ࣇー࣐ットの世界標‽化によるデータά⏝のྍ能ᛶ@ 

 会計システࣇࢯ、࣒ト࢙࢘アごとにࣛࣂࣛࣂとなっているデータの࢛ࣇー࣐ットにつ

いて、ྛ┘ᰝ法ேでは &69 ᙧᘧなどにして取り㎸んでデータ分析しているところ、࢛ࣇ

ー࣐ットを世界標‽（,62）化して、会計システ࣒のᕪ␗にかかわらず生データのまま取

り㎸んで分析できるようにするసᴗが㐍められていると⪺いています。データのά⏝

による┘ᰝの㧗ᗘ化に向けて、非常に大きなᙳ㡪があると考えますが、今後のྍ能ᛶに

ついて見解をお⪺かせください。 

 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᚚ㉁問いただいたෆᐜは、,62�3&��� $XGLW 'DWD &ROOHFWLRQ における取組と理解しま

した。本௳については、᪥本බ認会計ኈ༠会においても重要な取組と理解しており、本

௳に関するᅜෆᑂ議ጤဨ会にもጤဨをὴ㐵し、状ἣをὀ視しております。本つ᱁が実

された会計システ࣒がᬑཬした場合、┘ᰝேഃにとってデータධᡭに係るసᴗ㈇担の㍍

ῶといった࣓ࣜットがあるほか、⿕┘ᰝ会社ഃにとっても、⟶理会計上の࣓ࣜットがあ

り、データ㥑動ᆺ社会における重要なンࣛࣇの一つになると認識しています。 
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問 �� >┘ᰝの㧗ᗘ化の実現時ᮇ@ 問 �� >┘ᰝの㧗ᗘ化の実現時ᮇ@ 

 ᚚᥦ♧いただいた問題点は、社会、ไᗘにཎᅉがあるものも多いように思え、解決に

は┦当⛬ᗘの時間を要するようにも思えます。結ᇛさんの見立て（見解）としては、㧗

ᗘ化された┘ᰝが実現するのは当分先で、現状の┘ᰝが▷ᮇにࣛࢻステックに変わる

見㎸みはなさそうでしょうか。 

 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）  （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）  

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᚚᣦいただいたとおり、⥅⥆的┘ᰝのような┘ᰝᡭ法を実現させるためには、標‽

化されたデータ࢛ࣇー࣐ットや、ᴗのデータにᑐするアクセスの方の変㠉に関する

コンセンࢧスが必要になるなど、▷ᮇ的には実現が㞴しいかもしれません。ただし、デ

ジタル化にకうᴗの意識の変化を㏻じて、㐍的に┘ᰝ⎔ቃの㧗ᗘ化はなされていく

ものと考えています。 

 

問 �� >データのά⏝によるຠᯝやᨵၿ@ 問 �� >データのά⏝によるຠᯝやᨵၿ@ 

 データをά⏝することによって、どのようなຠᯝやᨵၿが見㎸まれるかᚚᩍ♧くだ

さい。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） （㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᅜ立大学法ேはᅜの㈨㔠による㐠Ⴀ㈝交㔠を基♏㈈※として㐠Ⴀしております。㐠Ⴀ㈝交

㔠の㓄分に当たっては、大学としての基♏的要௳を‶たしていること（認ドホ౯）は当然な

がら、ྛ法ேごとの中ᮇ目標・計⏬がᮇᚅされるࣞ࣋ルで㐩ᡂ（ẖᖺᗘのホ౯、中間ホ౯、㸴

ᖺ目の最⤊ホ౯）されていることのド᫂が求められております。現在は、これにຍえて、㐠Ⴀ

㈝交㔠の一㒊は、ẖᖺᗘのホ౯によって㓄分㢠が決定されております。これは、ྛ法ேがᅜ

のᥦ♧したᅜ立大学法ேの３つのᶵ能（ձ ᆅᇦのニーࢬに応えるேᮦ⫱ᡂ・◊✲を᥎㐍��� 大

学�、ղ 分㔝ごとのඃれたᩍ⫱◊✲ᣐ点やࢿット࣡ークのᙧᡂを᥎㐍��� 大学�、ճ世界トップ

大学とఃして༟㉺したᩍ⫱◊✲を᥎㐍��� 大学� ）のうちの一つを㑅ᢥして、ẖᖺᗘのᴗの

㐩ᡂ状ἣを報࿌し、そのホ౯結ᯝによって㓄分されます。 
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┤近では、㧗➼ᩍ⫱にかけるコストが᫂☜に見えない、というᣦを受け、ᅜ立大学法ே⮬

らがコストの見える化のດຊを重ࡡております。このような⎔ቃに⨨かれたᅜ立大学法ேにと

って、データは極めて重要であり、どのようなデータをどのように㞟積し、どのようにά⏝

するかが法ே経Ⴀの基本課題となっております。┘は、ᅜ立大学法ே法において、「いつで

も、役ဨ（┘を㝖く。）ཬࡧ⫋ဨにᑐしてົཬࡧᴗの報࿌を求め、ཪはᅜ立大学法ேの

ᴗົཬࡧ㈈⏘の状ἣのㄪᰝをすることができる。」とされており、┘がこのᶒ㝈をᇳ行する

に当たっては、当ヱ法ேの立つ⨨を᫂☜にᢕᥱしておく必要があり、そのためには、真ᦸな

◊㛑を重ࡡていく必要があると考えます。 

 

問 �� >クࣛࢻ࢘のᑟධ状ἣとデータセンターがᾏእに⨨かれている場合の課題@ 問 �� >クࣛࢻ࢘のᑟධ状ἣとデータセンターがᾏእに⨨かれている場合の課題@

 クࣛࢻ࢘によるデータ分析ࣇࢯトがὶになりつつありますが、┘ᰝ法ேでのᑟධ状

ἣについてᚚᩍ♧ください。 

また、┘ᰝ関㐃ࣇࢯトはᾏእの㛤Ⓨが多く、データセンターもᾏእに⨨かれている場

合もあります。そこで、データセンターがᅜእに存在する場合、データセンターの᳨

ᰝ目的の立ධりがᅔ㞴であることにຍえ、データセンターがあるᅜの法ไḟ➨でデータ

の取扱いがᏳ定となるࣜスクがあると考えますが、┘ᰝ法ேはこのような課題につい

てどのようにᑐฎしているのかᚚᩍ♧ください。 

 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅㸼 

 大ᡭ┘ᰝ法ேでは、┘ᰝㄪ᭩データや┘ᰝࣇࢯト࢙࢘アは 9',（௬デスクトップン

ቃでアクセスする組⎔ࢻ࢘9HUWXDO 'HVNWRS ,QIUDVWUXFWXUH）を⏝してクࣛ ࣛࣇ

み（ゝい換えれば、⮬ᕫの➃ᮎには㟁Ꮚデータや基ᖿࣇࢯト࢙࢘アが᱁⣡されない組

み）がᑟධされています。その意味ではデータ分析のࣇࢯト࢙࢘ア⮬体がクࣛࢻ࢘ᑐ応

であるかどうかを問わず、クࣛࢻ࢘上でデータ分析が行われているとゝえます。 

ຍ┕しているࢿット࣡ークࣇー࣒によっては、データセンターがᅜእに存在するこ

とがあり、┘ᰝேが⮬㌟のసᡂする┘ᰝㄪ᭩データをಖ存したり、他ᅜのࢿット࣡ーク

┘ᰝົᡤのデータにアクセスしたりすることがあります。 

ᅜによっては、ᅜෆ法令によって、┘ᰝேがసᡂしたㄪ᭩データのᾏእでのデータಖ
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存が認められていない場合があり、ࢿット࣡ークࣇー࣒のデータセンターが⏝でき

ず、⮬๓でデータセンターを㐠Ⴀすることが必要な場合があります。また、法令上、ᾏ

እのデータセンターにಖ存されているデータに他ᅜの┘ᰝேがアクセスできない、さら

には他ᅜの┘ᰝேは当ヱᅜで┘ᰝᴗົを実施してはならないといったᅜもあります。こ

の場合、ࢿット࣡ークࣇー࣒にຍ┕する現ᆅ┘ᰝேが┘ᰝを実施し、他ᅜの┘ᰝேは

現ᆅ┘ᰝேの㉁問を㏻じて┘ᰝᡭ⥆の実施結ᯝの報࿌を受けて┘ᰝを実施することと

なります。 

 

問 �� >データのᬯྕ化@ 問 �� >データのᬯྕ化@ 

 近ᖺデータのᬯྕ化が㐍んでいますが、እ㒊┘ᰝでのᑐ応についてᚚᩍ♧ください。 

 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅㸼 

 ┘ᰝேが┘ᰝົᡤෆཪはእ㒊にᑐしてデータを㏦ಙする場合は、ᬯྕ化➼のセ࢟ュ

ࣜテᑐ策を施すことが ,7 ጤဨ会実ົᣦ㔪➨㸲ྕに♧されています。 

 

問 �� >情報セ࢟ュࣜテỈ‽の㐩ᡂのための取組@ 問 �� >情報セ࢟ュࣜテỈ‽の㐩ᡂのための取組@ 

 会計᳨ᰝ㝔は、多ᒱにわたる᳨ᰝᑐ㇟の情報を取り扱っており、㧗いࣞ࣋ルの情報セ

Ỉ‽の㐩ᡂのためのュࣜテ࢟ᑐ策が求められていると考えますが、情報セュࣜテ࢟

取組などについてᚚᩍ♧ください。 

 

（⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） （⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 会計᳨ᰝ㝔では、情報セ࢟ュࣜテᑐ策を㐺ษに実施するために 「政ᗓᶵ関➼の情報

セ࢟ュࣜテᑐ策のための統一基‽」に基࡙いたᑐ策、ල体的なとして、システ࣒に

ᑐするᑐ策としては、一⯡的にᑟධされているような࢛࢘ࣖࣇール、,36 にຍえて、

6,(0（シー࣒）といったものをᑟධするなどしています。 

  情報セ࢟ュࣜテỈ‽の向上のためには、⫋ဨにᑐするᩍ⫱も大変重要であると考え

ております。このため、᪂つに᥇⏝された⫋ဨや情報セ࢟ュࣜテᑐ策上の役割や㈐௵
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を割り当てられた⫋ဨにᑐする◊ಟを行っております。 

  そして、⫋ဨにᑐしては、እ㒊からおᣍきしたᑓ㛛的な▱識ཬࡧ経験を᭷したᑓ㛛

ᐙである最㧗情報セ࢟ュࣜテアࢨࣂࢻーによる◊ಟを定ᮇ的に行っております。 

また、᪥常ᴗົの場においては、最᪂のセ࢟ュࣜテ状ἣに合わせたὀ意ႏ㉳を⫋

ဨに行い、セ࢟ュࣜテᨾをⓎ生させないようᣦᑟしているほか、課ᐊをᑐ㇟とし

て、計⏬に基࡙き情報セ࢟ュࣜテ┘ᰝを行っています。 

このほか、本㝔では、情報セ࢟ュࣜテンシデントにᑐฎするため &6,57�シーࢧー

ト�において、ᖺ２ᅇのカ⦎を実施しています。 

 

問 �� >ಙ㢗ᛶ@ 問 �� >ಙ㢗ᛶ@ 

 (%30 に取り組むためには、（ࣅ࢚デンスの構⠏や）データの㞟、ά⏝が必㡲である

と考えますが、データのಙ㢗ᛶ☜ಖやಙ㢗ᛶのあるデータをᏳ定的に౪⤥するための取

組についてᚚᩍ♧ください。 

 

（◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） （◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 (%30 を᥎㐍するに当たって、データのಙ㢗ᛶ☜ಖが重要であることはᚚᣦのとおり

です。この点について、政ᗓでは、(%30 と統計ᨵ㠉を「㌴の୧㍯」として⨨け、୧

者を一体的に㐍めることとしておりましたが、ᖺの �� ᭶にẖ᭶ປ統計ㄪᰝの問題に

➃をⓎした統計正問題が㟢࿊しました。最近は報㐨で取り上げられることは少なくな

ってきましたが、現在、⥲ົ┬の統計ጤဨ会を中ᚰに政ᗓ体で統計ㄪᰝの点᳨・᳨ド

をはじめとした政ᗓ統計のᨵၿに向けた取組が㐍められております。ᘬき⥆きこうした

ᨵၿດຊが政ᗓ体で㐍められることとなっており、当面はその動向をὀ視することが

必要だと考えます。 
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問 �� >ಙ㢗ᛶ@ 問 �� >ಙ㢗ᛶ@ 

 会計᳨ᰝ㝔が、ᅜẸからಙ㢗される報࿌をするためには、正☜ᛶや、ᣦの非など

についてཝしくᑂᰝする必要があると考えますが、それらにᑐするෆ㒊の取組について

ᚚᩍ♧ください。 

 

（⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） （⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

᳨ᰝ担当課においては、Ⓨ見した問題点について実に基࡙きៅ重に᳨ウを重ࡡて報 

࿌案をసᡂしています。そして、これを᳨ᰝ報࿌とする意思決定は᳨ᰝᐁ会議が行いま

すが、᳨ᰝᐁ会議にᥦ案するまでに、᳨ᰝ結ᯝは、ົ⥲ᒁにおいてḟのようなᑂ議シ

ステ࣒によりៅ重にᑂ議されます。  

ᒁẁ㝵（ᒁ᳨ᰝ報࿌ጤဨ会）、ᐁᡣẁ㝵（᳨ᰝ報࿌ㄪᩚጤဨ会）、ົ⥲㛗（⥲㛗ᑂ

議）と重ᒙ的なᑂ議を行い、ྛẁ㝵で実関係、法令の㐺⏝関係、過去の経⦋とᐈ観情

ໃの変化、問題のᡤ在、Ⓨ生ཎᅉ、ᥦ♧する解決策などが多ゅ的な視点から᳨ドされて

います。そして、ᒁ᳨ᰝ報࿌ጤဨ会ཬ᳨ࡧᰝ報࿌ㄪᩚጤဨ会では、ุ᩿のᐈ観ᛶとಙ㢗

ᛶを☜ಖするため、ᥦ案課以እの者が、➨୕者的な立場から、ᥦ案された案௳の報࿌案

や㈨ᩱなどをあらかじめ࢙ࢳックし、正☜ᛶにḞける点はないか、ᣦの論᪨に問題は

ないかなどについて、ཝ᱁なᑂᰝを行い、ጤဨとしてᑂᰝ結ᯝをጤဨ会に報࿌する「そ

ᑂไᗘ」を᥇⏝しています。 

 

問 �� >┘ᰝコスト@ 問 �� >┘ᰝコスト@ 

データのά⏝による┘ᰝが㐍むことにより、ຠ⋡化がᮇᚅできる一方、ツールのᑟ

ධやᑓ㛛化により、コストがかかることが考えられますが、コストがୗがる要⣲、上が

る要⣲についてそれࡒれどのようにお考えでしょうか。 

 

（ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅（ᒣୗົᒁ㛗）㸼  

近ᖺ᭷ຊな┘ᰝツールの多くはクࣛࢻ࢘ᆺであり、そのコストは㏻常、「༢౯ � ࣘ
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ーࢨーᩘ」で計算され、�� ྡ⛬ᗘの┘ᰝ㒊㛛であれば、ẖᖺ、中ሀ⫋ဨ一ே分⛬ᗘのコ

ストがⓎ生すると理解しています。これにᑐし、ツールのᑟධによって、┤ちに⫋ဨを

一ேῶဨできるなどのຠᯝはᮇᚅできないと思います。ツールのᑟධຠᯝは、コストの

๐ῶではなく、┘ᰝの㧗ᗘ化やရ㉁の向上であると考えるきでしょう。 

 

㸺ᅇ⟅（結ᇛ常ົ理）㸼 

 ツールの㛤Ⓨ・ᑟධに当たってのコストቑと௦᭰されるே間のά動に関㐃するே௳㈝

コストῶのトࣞーࢻオࣇとなると考えます。 

 

問 データやࢢッࣅ< �� $, 化の㐍ᒎ@ 問 データやࢢッࣅ< �� $, 化の㐍ᒎ@ 

 受᳨ᗇにおいて、今後ࣅッࢢデータや $, 化が㐍んでいくと、会計᳨ᰝ㝔の᳨ᰝにはど

のようなᙳ㡪があると思われるかᚚᩍ♧ください。 

 

（⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） （⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

データやࢢッࣅ  $, 化によって、┘ᰝ技⾡の㐍ᒎと┦まって、᳨ᰝのᡭ法として大㔞の

データを⏝した㧗ᗘな分析を行うことがྍ能になっていくと思いますが、会計経理の

┘╩という本㝔の᳨ᰝの目的そのものにはᙳ㡪はないと考えています。 

スカッションの㝿にも申し上げましたように、今後、⎔ቃ変化にᑐ応してルデࢿࣃ

いくためには、情報㞟、ேᮦ⫱ᡂ、እ㒊ேᮦのά⏝、ᶵჾ➼のᩚഛ➼の取組を㐍め、

᳨ᰝの現場➼で᪥々ᕤኵを重ࡡ、᪂たなᣮᡓを⥆けていくことがより求められてくるの

ではないかと考えています。 
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問 �� >$, と会計ேᮦの⫱ᡂ@ 問 �� >$, と会計ேᮦの⫱ᡂ@ 

 一⯡的に $, があれば、会計ேᮦは今後要になるかのような議論があります。一方で、

本᪥のお話をお⪺きしましたところ、$, のᚓ意分㔝もありつつ、課題も、まだまだ多い

ようにも思えました。$, をᑟධしつつ、会計ேᮦとしてはどのような点がே間にしかで

きない分㔝であると考えるか、ᚚ意見をお⪺かせください。 

 

（ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅（ᒣୗົᒁ㛗）㸼  

 会計ኈがᴗの計算᭩㢮の㐺正⾲♧をド᫂する、いわࡺる㈈ົㅖ⾲┘ᰝにおいては、

㈈ົデータを⏝いて実施する定ᆺ的┘ᰝᡭ⥆のかなりの㒊分は $, で⨨き換えられるとゝ

われています。しかし、経Ⴀᒙとのコミュニケーションやෆ㒊統ไの᭷ຠᛶホ౯など、

実ドᡭ⥆の๓ᥦとなるࣜスクのᢕᥱのための非定ᆺ的ᡭ⥆については、$, で⨨き換える

ことは㞴しいと思います。また、組⧊のෆ㒊┘ᰝ㒊㛛で実施するᴗົ┘ᰝについては、

┘ᰝᑐ㇟が多種多様で、┘ᰝᡭ⥆も定ᆺ化していない分㔝も多いことから、$, の㐺⏝は

㝈定的になるのではないかと思います。いずれにせよ、これからの┘ᰝேには情報ฎ理

▱識・技能が必要になりますが、┘ᰝᴗົにデータを᭷ຠにά⏝するには、あくまで

もᴗົ課題を的☜にᢕᥱ・ᩚ理し、解決するຊ（ࣅジࢿスຊ）が基本であると考えます。 

 

㸺ᅇ⟅（結ᇛ常ົ理）㸼 

 $, の会計ᴗົの㐺⏝については、えばクࣛࢻ࢘技⾡を⏝した会計システ࣒にお

いて、$, を⏝した⮬動ヂᶵ能がᦚ㍕されるなど、᪥々の定ᆺ的なヂධຊといった

経理ᴗົのຠ⋡化が㐍んでいくのはほࡰ☜実だと考えられます。しかしながら、ヂ計

上の当ྰに当たってのุ᩿要௳のてを $, に学⩦させるには、中㛗ᮇの時間が必要であ

り、ே間がุ᩿を行うవᆅは多分にṧされるものと考えます。 
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問 �� >ㅖእᅜの会計᳨ᰝの動向@ 問 �� >ㅖእᅜの会計᳨ᰝの動向@ 

会計᳨ᰝ㝔では、,7 化の㐍ᒎ（$, をྵむ）にకうㅖእᅜの会計᳨ᰝの動向➼について

どのように情報を㞟しているのかᚚᩍ♧ください。 

 

（⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問）  （⠛ཎ ᰤస 会計᳨ᰝ㝔 ົ⥲㛗ᐁᡣ ⥲ᣓᑂ議ᐁにᑐする㉁問）  

㸺ᅇ⟅㸼 

 会計᳨ᰝ㝔では、ẖᖺ ,1726$,（最㧗会計᳨ᰝᶵ関ᅜ㝿組⧊）,7 ᳨ᰝ࣡ー࢟ンࢢࢢル

ープにཧຍし、ྛᅜ会計᳨ᰝ㝔の ,7 ᳨ᰝに関する▱識ཬࡧ経験をඹ᭷し、技能➼の向上

をᅗっているところです。 

また、ᅜෆእの᳨ᰝᡭ法、᳨ᰝ、会計᳨ᰝの๓ᥦとなるබ会計ไᗘ➼について、

ᑓ㛛ᐙの࢘ࣁ࢘ࣀをά⏝しながらᖜᗈく情報㞟を行うため、ẖᖺ、テー࣐を㑅定し、

シンクタンク、┘ᰝ法ே➼に◊✲ᴗົをጤクしております。ᖹᡂ �� ᖺᗘは、,7 化の㐍ᒎ

にకう課題にᑐして、ㅖእᅜの会計᳨ᰝ㝔では、どのように᳨ᰝを実施しているかなど

について᭷⏝な情報をᚓることを目的に、「Ḣᕞ要ᅜ➼における ,7 化の㐍ᒎにᑐ応し

た会計᳨ᰝの状ἣに関するㄪᰝ◊✲」を実施しました。これらの◊✲ᡂᯝについては、

本㝔のホー࣒࣌ージにおいてබ⾲しています。 

 

問 �� >ேᮦ⫱ᡂ@ 問 �� >ேᮦ⫱ᡂ@ 

 行政ホ౯ᒁㄪᰝを行うேᮦの⫱ᡂに関㐃して、 

・統計的ᡭ法を⏝いることのできる 

・ロジックモデルによる分析に⇍㐩した 

ேᮦの⫱ᡂに係る取組があれば、ᚚ⤂介いただければと思います。 

 

（◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） （◁ᒣ ⿱  ⥲ົ┬行政ホ౯ᒁ 行政┦ㄯ⏬課㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

ㅮ⩏によるᗙ学や◊ಟだけではなかなか㌟にかないというのが実ឤです。実㝿の政

策・施策・ᴗをᑐ㇟として⮬分でロジックモデルをసってみる、現実のデータを⏝い

て分析してみるという点が重要で、ᆅ㐨で༶ຠᛶがあるわけではありませんが、᪥々の

行政実ົを㏻じた実㊶的な⩦⇍が必要です。 
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問 �� >ேᮦ☜ಖと◊ಟの実施状ἣ@ 問 �� >ேᮦ☜ಖと◊ಟの実施状ἣ@ 

 ᗈᓥ大学におけるேᮦ☜ಖでᕤኵしている点や⫱ᡂのための◊ಟの実施状ἣについて

ᚚᩍ♧ください。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） （㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᅜ立大学法ே➼の┘はྛ大学の意向を踏まえた上で、ᩥ㒊⛉学大⮧が௵していま

す。ᗈᓥ大学もこれにのっとっています。ᖹᡂ �� ᖺ３᭶の「大学のࢼࣂ࢞ンスᨵ㠉の᥎

㐍方策に関する᳨ウ会議」によるᑂ議まとめで、「学㛗のࣜーダーシップᙉ化にకう┘

➼による学㛗のᴗົᇳ行の࢙ࢳックᶵ能の☜ಖについて」が♧され、┘の௵や◊

ಟ➼についてḟのようなᥦゝがなされています。⇨ᩥ㒊⛉学大⮧の┘の௵に当たっ

ては、ྛ大学において経Ⴀ༠議会や学㛗㑅考会議のጤဨのά⏝もྵめ、┘を㑅考する

ための会議を設⨨し、ྛ大学における┘の役割や求められるேᮦീを᫂☜化した上で、

㏱᫂ᛶのあるプロセスによって㑅考を行うことが㐺ษである。「┘ྠኈの◊㛑も重要

であり、ᶓの㐃ᦠをᙉ化することが必要である。そのため、ᩥ㒊⛉学┬においても┘

༠議会➼の༠ຊをᚓながら┘◊ಟの実を行うことが必要である。」このようなᥦゝ

を踏まえながら、┘༠議会ではᩥ㒊⛉学┬による◊ಟのᶵ会にຍえてᖺに１ᅇは┘

ဨがཧຍするຮᙉ会を㛤ദするとともに、㸷つのᨭ㒊会においてᨭ㒊ごとの◊ಟのᶵ

会をᖺに２ᅇ以上ᣢつことにしています。さらに、┘が┦に༠ຊして┘ᰝ能ຊを㧗

めるά動として⮬的な◊✲会を組⧊し、その◊✲ᡂᯝを会ဨでඹ᭷するᶵ会をᣢって

います。 
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問 �� >᥇⏝とேᮦ⫱ᡂ@ 問 �� >᥇⏝とேᮦ⫱ᡂ@ 

 大㜰ᕷはᆅ方⮬体の中でも ,7や分析ス࢟ルにおいて先㐍的な取組をされていると思

いますが、今後のཧ考にしたいと思いますので、᥇⏝やேᮦ⫱ᡂの面でᕤኵされている

点についてᚚᩍ♧ください。 

 

（ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） （ᒣୗ 㑻 大㜰ᕷ行政ጤဨ会 ົᒁ㛗にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 いろいろなᕤኵをしていますが、なものをつᚚㄝ᫂します。まず➨一に、 データ

ά⏝のス࢟ル・経験を᭷するᑓ㛛ேᮦを௵ᮇ⫋ဨとして᥇⏝していることです。大

㜰ᕷのົᒁでは現在、Ẹ間ᴗでෆ㒊┘ᰝの経験を᭷する者や┘ᰝ法ேで㈈ົㅖ⾲┘

ᰝの経験を᭷するබ認会計ኈなど、㸳ྡのᑓ㛛ᐙが在⡠しています。➨には、┘ᰝ法

ே➼のእ㒊ጤクがあります。┘ᰝ法ேと⫋ဨとがඹྠసᴗを行う、コࢯーシンࢢによ

って、⫋ဨがデータά⏝のス࢟ルを྾することがྍ能です。 

 

問 �� >ᒎᮃと課題@ 問 �� >ᒎᮃと課題@ 

 ᗈᓥ大学における今後の᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯のᒎᮃと課題についてᚚ見解をお⪺かせく

ださい。 

 

（㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） （㔝上 ᬛ行 ᅜ立大学法ே➼┘༠議会会㛗、ᗈᓥ大学┘にᑐする㉁問） 

㸺ᅇ⟅㸼 

 ᗈᓥ大学における今後の᳨ᰝ・┘ᰝ・ホ౯については、令ඖᖺᗘにᩥ㒊⛉学┬が♧した「ᅜ

立大学のᶵ能と役割」（・▱識㞟⣙ᆺ社会において▱をࣜーࢻし、࣋ࣀーションを出する

▱とேᮦの㞟積ᣐ点・ᆅᇦのᩍ⫱◊✲ᣐ点として、ྛᆅ༊の࣏テンシࣕルをᘬき出し、ᆅ方

生に㈉⊩する役割）にὀ視してᴗົを行っています。今後ますます大学経Ⴀの見える化が求め

られ、コストの㐺ษᛶが問われてくる⎔ቃの中にあって、┘には、ᡤᒓする大学がᥖげる目

標・計⏬がᅜ立大学法ேに求められている社会的ᶵ能、学⾡的㈉⊩ᶵ構、ᩍ⫱ᶵ能のഃ面から

┘ᰝすることのできる視㔝と見識が求められています。そのために、ᅜ立大学法ே➼┘༠議

会は、ᅜ立大学法ே➼のての┘が┦に◊ಟし、◊㛑するᶵ会を計⏬的にᣢつとともに、

ᩥ㒊⛉学┬や大学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵᶵ構、ᅜ大༠➼との意見交換のᶵ会をᣢつこととしています。  
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問 �� >ᒎᮃと課題@ 問 �� >ᒎᮃと課題@ 

 ෑ㢌のプࣞࢮンテーションで、データの標‽化のお話がありましたが、その他の点で、

ḟ世௦の┘ᰝを実施するに当たってのᒎᮃと課題についてᚚᩍ♧ください。 

 

（結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問） （結ᇛ ⚽ᙪ ᪥本බ認会計ኈ༠会 常ົ理（┘ᰝ・ಖドཬࡧ ,7 担当）にᑐする㉁問）

㸺ᅇ⟅㸼 

  ෑ㢌で⤂介した「ḟ世௦の┘ᰝのᒎᮃと課題」では、データの標‽化以እにも、以ୗ

のᒎᮃと課題が♧されています。 

・ᴗにおけるࣈロック࢙ࢳーンをά⏝した情報・ᴗົ⟶理のྍ能ᛶ 

・ᴗཬࡧ┘ᰝேによる $,�ேᕤ▱能�のά⏝のྍ能ᛶ 

・ᴗによる 53$�ロ࣎テクス・プロセス・オート࣓ーション�のά⏝のྍ能ᛶ 

・ᴗཬࡧ┘ᰝேによる⥅⥆的┘ᰝの実施のྍ能ᛶ 

・┘ᰝᴗົにおける✺合➼の༢⣧సᴗのデジタル・オート࣓ーション化と┘ᰝேに求められ

る㈨㉁・能ຊの変ᐜのྍ能ᛶ 

この変ᐜした㈨㉁・能ຊとしては、えば、デジタル化にకい生ずる┘ᰝࣜスク・ᴗົࣜ 

スクの理解、統計・☜⋡論の基♏的理解、␗常を♧す状ἣの定・≉定�プロࣜࣇン 

,$、の能ຊ�ࢢ がᥦ౪する┦関関係に関する情報からᅉᯝ関係をㄞみ解き意味をえる能 

ຊ➼が考えられます。 
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